
l'l1

'.'・
・.・l
l.・・・
・.l・・
.l・1
.・l
.・・l
.・l・
・.l・・
.・・'.
l'・
.''l.
・・・
・.・・
・.・・'
.l'・
,'・
l.・・・
.・・
・・・
・・'.・
・・.l
l
l.・l
・・・
・11l
l
l・・.・
・l・
l
l・・
l
l
l''“
・〇
?
-l・l・l・l・・・'・・'・l・l

・_-・・・l・、'・・'・・
、・・
・・・l
・・・
l
l・・
'・
l・・
l
・'・
l
l
l'・.'
・l・
・''
・・
l
・'
・・
・・
・'
'''
・ - i

器
m

l・・
・・
・・・
'〇
・・
・・・・
・・
・'・・
・・・・
-・・・'・'・'ll・

'・・
・'
・l・
・・
・・
''・
・・'
・・・
・・・
・・・
・̃・・
・'_・・lll・・・・.'・・・1

l・'・・
',l
・・・
・・・
・l・
'l
l--・-l・・・'.・・'.''・.・一.

・・・
・.・・
・.l'
'.''
l,・・
・.・“
..l
l・.'・
'.・'
.1l
..・・
..・・
・.''・
.・・'
.・・'
..-..・・..''.
.・'・.
.'.



北
海
道
館
鱒
保
護
協
會
々
則



（国 :

国

省
a
）



場化孵鱒鮭道海北の裝新

( la ノ 中 外 市 a 札)

合

（半
国
一一万a

:

提
）



数 - 十 三 第 年 九 第

光
榮
の

北

海
道

鮭

鱒
孵

化

場

御

使

御

差

-・の
事

昭
和
十

一
年
度
に

:

於
い
て

、
北
海
適
姚
．館
解
化
場
は
創
立
以
來
四

十

九
年

間
に
一一- :-
て
無
か
つ
た
光
業
に

一一一一…
し
ま
し
た

。そ
れ
は
十

月

七
日
長
く
も
物
使
と
し
て
岡
部
侍
從
を
本
場
に

御
差
-il-
に

相
成
り

、

聖
一一k一一を
御
傳
へ
に
な
り
後
場
務
全
般
に

一m一り
御
識
明
を
受
け
ら
れ

、

且
詳
細
御
巡
覽
さ
れ
た
事
で
あ
り
ま
す

。責
に

聖
一
恩
の
深
大
な
る

に
唯
一一心M"一一一一一競
し
た
の
で
あ
り
ま
す

。

當
日
は
秋

空
高
く
氣
--登
み

渡
り

、
千
歳
附
近
の
山
川
革
木
は
勿
論

田
る
雌一館
に

も
做
喜
と
感
-ll・と
が
溢
れ
て
居
る
か
の
如
く
に

感
ぜ
ら

れ
ま
し
た

。解
化
場

」
u
と

:
:

-
::一ハの
家
族
は
中
す
迄
も
な
く

、
千
歳
附
近

の
村
民
に

於
て
も
此
の
光
榮
に

感
激
致
し
ま
し
た

。

惟
ふ
に
本
場
が
明
治
廿
一
年
に

創
立
さ
れ
た
時
は
僅
か

一
千
万
粒

を
解
化
放
流
す
る
の
設
備
に

過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が

、
逐
年
業
務
が

半

田

芳

男

謹
記

發
展
し
て
今
や
五
千

一 :::-・ :

粒
．以
上
の
M
模
に

擴
大
さ
れ
、
昭
和
九
年
度

の
如
き

一一一一に
一一M一一一0一方
粒
を
解
化
す
る
の
世
界
記
難
を
作
る
～:
と
が

出
來
ま
し
て
'
本
事
業
の
効
果
と

一一一--要
性
と
を
更
め
て
確
認
す
る
に

至
り
ま
し
た
o

此
度
の
有
り
難
い
御
mu
一一一 :も

:

此

，一一一に
在
る
事
と
設
に

恐
れ
多
い
が

拜
察
し
率
-l'て
全
這
の
本
事
一薬
開
係
着
と
共
に
一一一一一一一一

:

-
-

を
深
か
め

、
今

後
一
-f
協
力

一
致
し
て
御
奉
公
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
川一一ふ
の
で
あ
り

ま
す

。
御

料

品

調

達

の

事

一m'
秋
の
陸
軍
特
別
大
減
習
j

a
加
．
'

方
行
幸
に

當
-l-

、
札
幌
大
本
管
に

於
て
御
料
に
供
さ
る
・・・一爲
に
本
場
に
於
て
調
建
の
御
下
命
を
蒙
つ
た

種
類
は
ャ
マ
べ

、
一一
ジ

マ
ス

及
び
ザ

，
lー
ガ

一一
の
三
極
で
あ
り
ま
す

。

此
の
光
集
に
浴
し
て

、關
係
者

一
同
は
感
激
し
て
衛
生
上
の
注
意

1
一-
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報 - 十 三  第 年 九 第
由
來
a一類
の
保
:

．設
養
加
事
業
の
送
行
に

営
り
必
ず
逢
着
す
る
一一?

一

期
の
疾
病
に
し
て

、
之
が
研
一一一 :-一一
器
n一
は
保
一n一養
殖
事
業
上
最
も
重
大

な
る
役
割
を
演
・

ず
る

。

從
來
の
．，一一病-必
・

の
成
書
を
締
く
時
普
々

が
今
日
迄
想
像
も
な
し
得

な
か
っ
た
程
の

一一一S--一-一
の
一决
病
が
存
す
る
の
に

驚
く
次
第
で
あ
る

。尚

今
後
此
が
研
究
の
一一一一一一一一一一に
件
ひ
幾
多
一不
明
で
あ
つ
た

一一一一一病
が
發
見
せ

ら
る
る
か
も
知
れ
ぬ

。而
し
て
從
來
の
布

一期
の
:
～一一一病
を
観
る
と
人
類

一一 :一病
と
護
だ
相
似
し
た
點
が
多
々
存
す
る

。然
し
之
等
の
研
究
は
人

期
疾
病
に

於
て
も
そ
う
で
あ
る
が

、
一同
完
成
の
域
に

連
し
た
と
は
一一一

へ
一u
。之
に

は

一-l-lm
の
洲

rl1
は
存
す
る
で
あ
ら
う

。一m-一一に
角
・ :

n
一一知一一一一一一一

で
--b
る
以
上

之
が

人
間
状

病
の
研
究

防
法
が
あ
る
以
上

、

一一一一一一病
の
除

，一一一．- :-

f

，
力
す

る
事
が
先
決
間
題

の
完
成
一一・，・一-
、一も
の
で
あ
る

。

生
理
'
病
川-

を
M

無
と
し
た
，-一…一n一法
'

一一一一一一

一n-一病
の
研
究
に

於
て
も
之
等
の
要
目
に
就

き
組
楽
す
る
必
要
が
あ
る

。以
上
の
一 ::
-
・

味
よ
り
し
て
人
間
の
醫
者
の

立
場
よ
り
人
間
疾
病
を
透
し
一一J・一一一一期
疾
病
を
展
望
し
た
感
想
を
述
ぺ

て
見
た
い
と
思
-
、
。勢
一 :-一営
ら

一u
所
も
多
・一一存
す
る
か
も
知
れ
9
が

見
逃
し
を
願
ふ
次
第
で
あ
る

。

斯
る

一一川'飲
を
'

惹
起
せ
る
も
の
は
早
期
に
死
亡
す
る

。以
上
一一識一の
:
-g

マ
ガ
リ

に

就
て
は

、
從
來
は
左
程
:

，
a
意
は
拂
は
れ
て
居
な
か
つ
た
ら

し
い
e

所
が
期
る
確
状
の
一一識一の
一一一一一亡
數
が
日
の
経
過
と
共
に
增
加

す
る
に

至
つ
て
始
め
て
注
意
を
喚
起
し
た
ら
し
い

。

私
も
以
上
の
事
賀
に

興
味
を
感
じ
'
服
を
見
て
文
献
を
捜
し
て
見

た
と
こ
ろ
、
理一に
就
て
虹
館
の
症
'

状
と
似
通
つ
て
ゐ
る
と
'思
は
れ
る

報
告
が
掲
般
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
以
下
抄
録
す
る

。

北
米
第

一
の
不
潔
な
流
と
納
せ
ら
る
る
イ
リ
ノ

イ
ス

河
に
一一一M一ん
で

eb
る
一理
は
壓
・一（
結
節
明
の
病
像
を
示
す

。一頭
が
小
さ
く
て
Ellf
形
を
呈

し
，
船
蓋
は
-E-
限
し
一常
格
に
缺
陷
が
あ
る

。而
し
て
イ
ーー

ノ
イ
ス

河

で
抽
へ
ら
れ
る
理
の
三
（- :-

"…一一一一一一一九
〇
%
は
何
れ
も
結
節
頭
を
呈
し
て

-b
る
が

、
此
の
原
因
一一 :-・一一一．期ヴ
イ
タ

ミ

ン

缺

一一一一一 i
-
-

l一一'で
あ
る
と
新
做
さ

れ
て
ゐ
る
o

シ
カ

ゴ
の
下
水
の
流
入
は

:

前

物
特
に
ヴ
イ
タ
ミ

ン
D
を

性
給
す
る
:

和
'

物
の
發
育
を
妨
げ
之
が
-il-
に
E一一に
築
養
不
給
が
起
る

。

一一一一識に
本
病
の
起
る
の
は
装
し
く
不
潔
な
る
場
所
に

一一一W一す
る
事
を

示
し
て
ゐ
る

。期
る
:llf
現
象
は
ィ
一u・
，
ー

ノ
イ
ス

河
が
シ
カ

ゴ
の
下
水
系

続
に
細

一

^一せられ
て
か
ら
初
め
て
發
生
す
る
に

至
つ
た

。一理
以
外
の一

布

一族
は
一始

:

ん
ど
此
の
不
一一一一一一 :流
域
か
ら
通
却
し
ィ
ー-・'
，イ
ス

河
の
下
流

l
四

-

例
へ
ば
魚
類
に

も
人
間
と
同
じ
く
癌
の
發
生
し
得
る
こ
と
が
承
認

せ
ら
れ
書
邦
に

於
て
も
醫
學
博
士
高
橋
做
三
一n::
-
'-
一一一一一一識
の
-M
に

一a一き

廣
汎
な
る
研
究
を
發
表
せ
ら
れ
た

。又
P
-
・E
-

I

s-

女
更
一一一一一一一-一
科
a
-

一期
に

於
て
中
状
映
随
を
發
見
し
、一一一一重
な
る
研
究
論
文
を
發
表
せ
ら

れ
た

。而
し
て
該
病
治
斑
に
一一一一一一度
を
投
興
す
る
と
、 :一 ::一一一 i一一一一一一一一一が
-M
決

せ
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て

一0
る
c

此
の
期一は
人
間
の
rl-
般
映
願

（パ

セ

ド
ー
:

氏
病

）
に
一:一プー一一一一た
る
所
が
あ
る

。只
に
以
上
の
事
賀
の
み

な

ら
・

」一 :1

，，
他
に

幾
多
の
例
が
存
在
す
る

。

n-
年
の
秋
石
一一一 :

水
流
'

會
の
定
山
漢
近
都
一
素
一場
-
，a

一一一察し
た
事
が

あ
っ
た

。此
出
一
に
は
多
數
の
虹
'

館
が
養
加
せ
ら
れ
て

M
る
が
'

一出時

一-一備一中
に
多
收
の

一一一?' :
:

一一一n'
、博
1lll
-
-

一 :

-

認
め
た

。=一、
状
u
-一を
記
す
L
，・一・一 :一体
の

一
ケ

所
成
は
二
ヶ
所
に

於
て

一一一 :・田
を
な
し
、
不
一一一一渡た
一
:
'-一一:一一一 :次を
行

ふ
て
居
る

。之
一一，一一川
へ
直
ち
に

解
割
し
て
見
る
に

、
;fi=
は
側

持
せ

る
も
の

、
或
は
前
時
後
般

一一せ
る
も
の
等
種
々
で
あ
つ
て

、一一 :
:一一一し
き
に

至
つ
て
は
一一一一一 :注
一一読
高
度
の
一一 :一一一一一一一 :

識
は

一路出
し
、
或
一一一，場
合
は
華
引

切
斷
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
も
ぁ
り
、
該
部
は
著
し
き
出
血
を
な
す

。

斯
る
e一の
肉
は
脆

:一一一で
あ
つ
た
o

出
血
部
は
外
部
か
ら

組

察
す

る

と
度
膚
は
紫
紅
或
は
紫
藍

、
時
に
は
黑
・一「ん
だ
色
を
帶
び
て

一0
る

。

に
至
つ
て
初
め
て

'
健
康
な
他
の
・一一一識
を
-ia
へ
る
事
が
出
來
る
o
'

一西

し
き
結
節
頭
を
形
成
す
る
鯉
は
普
通
の
も
の
に

比
し
多
少
肉
が
軟
く

且
つ
識
分
一見
期
奥
い

。然
し
此
の
:

何
一一M一病
の
肉
を
食
し
て
中

一一一一を
起

し
た
と
云
ふ
事
は
聞
か
な
い
が
一m器
-

は
期

一0備
を
一m
-
一

ふ
て
一eb
る

。

以
上
イ
リ
ノ
イ
ス

河
に

於
け
る
一m一に
一
何

一m一病
の
發
生
し
た
事
責
は

要
す
る
に
・一一一類
に

も
何
等
か
の
原
因
に

よ
づ
て

、
人
間
の
:

何

一m一病
な

る
・一一 :
-

-一病
の
範
'略
に

入
る
べ
き
一一一一一病
の
存
在
し
得
る
事
の
證

:

機
と
な
つ

た
の
で
あ
る
が

、
私
の
見
た
虹
'

館
の

．
=

マ
が
リ

も
人
間
の
的
使
病
に

一類
似
し
た
點
が
多
・一一あ
る

。:M
-

一
做

一病
發
生
に

一一一一一一き
盛
に
論
議
検
討
せ

ら
れ
て
-b
る
今
日
一m
責
な
る
判
定
は
今
後
の
研
究
に
快
つ
事
と
す
る

が
、
画

一一一に
角
本
症
状
を
惹
起
せ
る

一一議
は
完
全
な
る
成
長
を
一建
げ
得

手
早
期
に
死
亡
し
，
英
の
數
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い

。以
上
之
が

發
生
は
--lf
效
事
業
の
本
來
一一o目的
に

-la
る
事
と
な
る

。

本
病
發
病
の
始
め
に

當
-

）、，・一一一一一り
氣
に

も

」-i?め
・
ず
に
:一一一置
せ
ら
れ

た
の
で
あ
つ
た
が

、 :・ :一ハの
一 :一一一亡
數
が
=
に
英
の
數
を
增
す

事
か
ら
喫

驚
し
て
一調
益
研
究
を
願
出
る
事
と
な
っ
た
ら
し
い
o

然
る
に

:

u一ハの
後

他
地
方
の
--
館
審
布

場
に
も
前
述
同
様
な
る
i
l

m
l

-一一一を
呈
す
る
e
、を
發

見
す
る
に
一if
り

、
之
が
發
生
は
偶
然
で
な
い
事
を一
益
・一一一一一一一一、く
認
識
さ

l
五
-



せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る

。斯
る
事
責
が
若
し
頻
發
す
る
と
せ
ば
輕
一一一

と
し
て
看
過
し
得
ざ
る
も
の
に
し
て

、
養
・一n
'--一一 :も
一
朝
解
料
の
aa一提

:

並
に
投
餌
方
法

、
養
色一水
質
の
適
否

、
英
の
他
諸
種
の
開
係
に
よ
-l

）

斯
る
・一n-一病
を
發
生
せ
し
め
ん
か
、
あ
た
ら
雄
同
も
空
し
く
従
労
に
終

る
を
m
酒

へ
ば
'
期
業
に

携
は
る
者
は
良
く
英
の
原
因
を
探
究
し

、
養

魚
目
的
の
進
成
上
周
到
な
る
注
意
を
拂
ふ
事
の
重
要
な
る
事
を
痛
感

す
る
次
第
で
あ
る
o

私
は
人
間
と
，一一識
の
疾
病
と
相
通
・一「る
點
の
存
す
る
事
を
述
べ
た

が
'
．
-

l

:

類
の
何
fl-
病
に
も
同
様
な
る
開
係
の
存
否
の
探
究
の

一
助
と

も
な
ら
ん
と
考
へ
'
以
下

^
間
に

於
け
る
何
姓
病
に

一就
き
症
般
を
述

べ
'

」
1
つ
將
學
的
見
地
よ
り
該

一一”病
發
生
に
就
き
:
取

近
の
感
一・f一一一を
述

べ
參
考
に

供
し
た
い
と
思
ふ

。

何
性
病
の
發
生
は
古
く
既
に
古
代
器
馬
及
中
世
紀
キ
ー--

．ス
ト
教
徒

の
小
兒
に
多
數
發
病
し
た
事
が
記
載
せ
ら
れ
て
居
る

。其
の
後
英
国

の
グ
リ

ソ
ン

（一
六
五
〇

）
が
英
吉
利
病
な
る
名
の
下
に
詳
細
な
る

報
告
を
し
て
か
ら
'
北
米
'
北
部
政
洲
等
の
北
半
球
に
多
教
發
生
す

る
事
が
判
明
し
た

。最
近
の
続
計
に
依
る
と
ロ

ン
ド
ン

地
方
の
學
重

の
八
〇
%
は
本
病
の
形
-f
が
あ
り
、
紐
育
市
の
黑
人
兒
重
は
九
〇
%

at - 十 三 第 年 :lt, 第
も
過
言
で
な
い
と
述
ぺ
て
一eb
る

。高
木
氏
も
大
阪
市
西
九
條
方
面
に

何
姓
病
性
徴
候
を
有
す
る
乳
幼
見
の
多
き
を
述
ぺ
'
市
内
の
學
重
中

:

-
4
・一一・

よ
り
確
弱
見
'
腺
病
質
の
學
重
よ
-l

）經
久
性
的
-f
廓
:

M一使
病
（-la
胸

）

の
發
生
の
A除
り
に
多
き
に

驚
嘆
し
て
一elb
る

。

更
に
東
城
帝
大
小
見
科
に
於
て
佐
伯
氏
は

、
外
來
乳
見
の

「X
」

繰
的

:

機

一一n一
に
よ
り
二
〇
〇
例
中

九
一
%
に

於
て
一
何
:

-

m一病
性
什
解
実

化
を

報
告
し
、
從
來
多
數
の

一一一一一 :一…一
-lf
流
'

、
或
は
中

:

-
-
'

-一 :

一一一':
例
一做
一病
の
一有
過
せ
ら
れ

て
一
，- :
る
事
を
述
べ
て
e
る

。而
し
て
何
修
病
間
題
の
研
究
は

、
近
來

大
日
本
小
一一一ノ科
-9
學
合
の

一価m
と
し
て

、一一一一一a一・一一 :によ
り
論
:

議
檢
討

せ
ら
る
る
に

至
つ
た

。從
來
は
重

一一 :一…一型
の
み

の
報
告
で

一
般
に
日
本

に
は
f-
性
病
は
な
い
と
一
誤
一認
せ
ら
れ
て
居
た
事
、
即
ち
一一一一一一一a一
集
養
兒

に

は
本

病
は
發
生
せ
f
と
考
へ
、
又
何

德
病
即
ち
セ

、-
・、y

と
考
へ
重

一一一一一…一一型
即
ち
番
注
及
四
度
の
轉
-=l
・一一一一一一以
て
何
性
病
と
--l-
做
し
、
報
確
'

並

び
に
中
等

一一一一を
見
逃
し
て
居
た
事
'

及
-lla
胸
を
s
通

体
一一一一一一一一一型と
見
做

し
--
姓
病
な
り
と
考
へ
な
か
つ
た
等
の
結
果
本
病
を
稀
有
な
る
・一一一一一……
心

と
看
微
し
て

一一-bた
。

一一 :

:

々
特
'一一 :::
の
取
扱
つ
て
居
る
何
使
病
の
發
生
は
常
に
年
齢
が

一一一一以

国
か
ら
起
る
も
の
で
'
初
微
候
は
生
後
一
-
・

月
5
か
ら
S
に
認
め
る

l
ー

ハ
ー

拓
逸
国
小
兒
は
六
〇
%
の
-fE
患
率
を
示
す
と
一M
ふ
エ
合
で

、
甚
だ
J i

-

日
常
遭
遇
す
る
疾
息
と
せ
ら
る
る
に
至
つ
た

。

然
る
に
吾
が
邦
に
於
て
は
從
來
一
何
使
病
の
無
い
國
と
し
て
知
ら
れ

て
居
た
が

、
-9
逸
の
モ
ン
チ
イ
氏

（一
八
八
〇

）に
よ
り
、
日
本
人

小
兒
に
:

何
使
病
を
發
見
せ
ら
れ

、
英
の
後
佐
渡
、
北
陸
地
方
で
は
風

土
病
と
し
て
認
め
ら
れ

、
佐
渡
で
は

一家
族
内
何
人
も
継
患
し

」
-
っ

何
代
も
發
生
す
る
所
か
ら
不
治
の
--
傳
性
亞

表
と
ま
で
一一一はれ
、
斯

る
婦
女
子
は

一生
-9
身
で
一a
-一る
と
一一一ふ悲
惨
な
風
習
を
も
生
'
ず
る
に

至
つ
た
と
記
載
せ
ら
れ
て
-lb
る
o

明
治
三
十
六
年
藤
一決
氏

一一九
0
六

）は
本
病
一一一一一一一一
例
を
得
'
明
治

三
十

九
年
店
澤

・
三
輪
氏
等

（一
九
〇
九

）は
北
超
の
責
地
調
益
を
な

し
'
爾
來
新
潟
'
北
海
適
'
九
州
，
東
京
、
岡
山

'

裏
湾
'
大
阪
等

瑞n
ん
ど
全
国
的
に
:

価

'使
病
の
存
在
性
が
確
證
せ
ら
る
る
に

至
つ
た

。

一一同
フ
p

イ

一ァン
ぺ
ル
グ
氏

（一
九
三

一
）は
工
場
の
發
達
と
共
に

何
使
病
發
生
增
加
す
る
と
唱
へ
、
再
:

が
一
那
で
も
従
川
氏
は
大
阪
市
に

於
け
る
一
何
一9
病
發
生
に
就
き
て
研
究
し
工
一薬
の
勃
異
、
高

一一一一一建
築
物

の
群
立
家
屋
の
密
集
等
都
市
の
發
展
に
反
比
例
し
て
'
日
光
の
一
量

を
受
け
る
事
が
減
少
し
、
佝
使
病
發
生
の
危
險
に
理
一さ
れ
る
と
一一一一，-

事
が
出
來
る

。著
明
な
・一一一一一一状
は
通
常
二
歳
興
か
ら
現
は
れ
る
も
の
で

八
乃
至
十

二
一
蔵

、又
は
:

-

::
-一れ
以
上
の
年
齢
の
者
に
來
る
晩
發
性
一
何
値
一

病
は
稀
と
さ
れ
て
居
る
o

即
ち
人
類
の
一a
め
て
念
速
な
成
長
を
示
す

時
に
本
病
の
徴
一限
が
俄
に

現
は
れ
て
來
る

。何
fll-
病
患
者
は
初
め
か

ら
何
使
病
の
疑
で
醫
者
を
訪
れ
る
場
合
は
少
な
い

。抵
抗
力
減
退
し

風
那
一
に

無
り
易
い
と
か
下
制
し
易
い
と
か

、
蒼
自

、．神
經
過
．一一一一一a-'
で

llE
高
い
と
か

、
不
構
雄
'
夜
注

、
高
度
の
發
一一:・一mlf
理
等
一一一一一一し
い
場
合

は
異
略
推
'

の
者

通
等
の
事
を
以
て

將
者
を
'一一一一一一一．る
。

〇

〇

〇

0

〇

〇

〇

〇

-〇
〇

〇

初
發

一一
．一
正
般
或
は
前
聽
-9
症
状
は
、王
と
し
て

、一
械
物
神
經
系
統
の
機

能
一一一一 :

海
'

に
基
因
す
る
確
状
が
現
は
れ
る

。即
ち
神
経
過
敏

一一 :

l一一-
俗
に

-E
が
起
つ
た
と
納
し
て
居
る

。氣
分
速
和

、
不
機
一一一n一、
睡
限
不
穩

、

夜
泣
き
等
を
訴
へ
異
一階

:

i
-
-

l一一が
現
は
れ
る

。即
ち
乳
房
に

囎
み
付
い
た

り
幼
一
見
で
は
源
革
の
脂
や
確
土
を
食
ぺ
た
り
す
る

。一f-
限
の
分
一一一一異

常
症
般
を
來
し
'
上
半
身
一M、'
に

頭
部
の
高
度
な
る
發
一-
:

を
作
一 :1一一一一一一は

一一一一れ
、
後
一--9
部
は
確
毛
し
て
所
・

n

，
-
何
体
病
性
発
一
-l

，
9
を
生
・

ず
る
o

度
一一一一

は
--lf
自
色
と
な
り

、
ヂ
ス
ェ
ル

ギ
ー

（- i

一一-一一一一及
免
疲
力
の
減
一=一一）
の

爲
め
に

感
一 :=
に

-a
り
-易
く
下
期
し
易
く
な
る
o

か
ル
即
と
な
る
と
者

明
な
何
修
病
性

一-，確'一一一一一一即
ち
，l-

端
は
著
明
に

l
七
-



随

一一一一一し
「X
」線
上
に

所
調
洋
盃
般
陰
影
を
示
す

。

W
か
の
か
作

（W
が
b
作
紳

）一頭
部
は

一
般
に
大
き
く

器
は
胸

国
に
比
し
一一Mに
大
き
く
（普
通
乳
見
は
一-n-
国
と
一明
開

一は
一始
，
-

ん
ど
同
じ

）

時
に
直
一頭
を
見
る

。方
形
頭

（四
角
一頭
）'
鞍
一頭
、
十
字
頭
は
-
一M一々
見

ら
れ
る

。特
有
な
る
は
大
一

器
:
の

一一顯通
延

（本
邦
小
見
の
開
M鐵
期

は
+一一
=i

:
-
-

一 i，一
十
四
ヶ

:

月
・

）
す
る
考
性
だ
多
く
二
年
・一一一一' :

…
:一後
で
も
略
開

し
て

:
-一． :る
も
の
で
あ
る

。又
一頭
部
の
發
一-
が
削
し
く
同
時
に
一一一一一一一～一な

る
萍
感
を
作
ふ
か
ら
膚
様
の
館
脱
毛
し
一一・J-一-
'

一期
部
は
疎
毛
-ル
至
発
と

な
る
o
静
和
の
か
作

（静
～
作
作
か
）
観
號
一に
一一一 :
自

（興
性
或
は
假
性
ag

血

）
で
生
一
画
i一一延
は

，一一一一一一一見
る
一…一一で一
年
・一-
に

な
っ
て
も
納
一
本
も

一間
-
一一・のな
い
の
が
あ
り

、
商
列
配
列
の
不
規
則
と
一出
商
を
生
・

ず
る
o

か

一和3か
作

（，-
船
か
作
か
）
胸
部
の
一一・'
型
は
長
時

一一、通一w一す
る
か

ら
、
組
久
的
何
体
病
の
主
徴
と
な
り
呼
吸
器
系
統
の
疾
患
に

對
し
特

歡
の
素
因
一一一一一． ・興
へ
る
の
で
極
め
て
大
切
で
あ
る

。先
一づ
肋
一一 :

=

の
一一=と

較
骨
の
接
合
部
が
一願
限
し
て
所
謂
念
珠
形
成
を
な
し
、:

l

:一一ハ
の
柔
較
性

は
:

何
一做

一病
に
特
有
で
あ
る

。之
は
一
何

一M病の
早
期
診
断
に

最
も
役
立

つ

。共
の・
他
ハ

リ

ソ
ン

氏
講

（横
隔
膜
の
附
着
部
に

相
當
し
て
帯
般

喜
能
を
缺
き
破
観
決
実
を
忘
れ
遂
に
何
e-
病
性
病
果
を
發
現
す
る

。

不
機
媒
'
無
表
怕

、
叫
喚
'
睡
限
障
，解
、
夜
注

'
細
'
手
指
の
共
働

性
機
轉
發
育
の
-a
延
等
を
見
る
事
あ
1-
'。

か
作
か
3
か
作・
津
P

s
=

一一）一．-． :-
，-

M
c
，

-
-

一一

一）．uu
-

等

は
小
麥
'

玉
開
制

黍
'
'セ
ラ

チ

ン

、
小
麥
グ

ル
テ

ン

、一更用u
、
表
酸
石

次
等
よ
り
な
一/J
合
?

一一一一m一ち一一一'の
，
-
'
量
と
カ

ル
シ
ウ

ム

の
多
'一i一に
含
む

食
，解

（ I
-

i
-

-
'

-
l

C
a
-

l

o
W
，:-
（- i
，t
）を

」
m
-

（
、
:

，一線
一像
、
組
-一一一一一一一、一・的
検

本n
及
化
學
的
検
一一
，
．

に
よ
り
人

．期一一一一一一，-．-9
と
同

一
た
る
指
一一一一一一一一一・'
起
す

と

一一一一一一 :

）
、
度

對
に
1---
多
:

:

=-

で
ヵ
ル
シ
ウ

ム

の
一一一'
-
'・一一
．

:一一い
場
合

（一一 i9
1

-

I

）-

l

o
W
C
a
（-
i

e
t

）は
一 :

-
-

一一一 :-一脆
調
像
を
:
f
'

す
る
を
述
べ
た
り
o

一-一ち
食

物
の
燐

、
石
灰
比
率
失
調
中
過
剩
ヵ
ル

・，
ゥ
ム
は
燐
代
簡
失
調
を
惹

起
し
体
内
よ
り
燐
乏
失
を
誘
超
す
る
結
果

、
血
中
一9一の
減
少
を
招
來

す

、
爲
め
に

著
明
な
る
血
鱗
減
少
症
'

を
語:
'

明
す
る

。之
の
事
實
は
何

修
摘
の
最
も
-
f'
期

（語
伏
期

）
に

---f
明
せ
ら
る

。次
で
血
中
燐
減
少

は

一
方
に
械
物
神
経
系
統
の
機
能
障
解

（即
ち
前
腦
確
'

般

）
を
誘
起

す
る
傍
ら

一 :

=

端
に

於
け
る
化
h
':-
:

現
象
の
障
解
を

一一一一起
す
る

。此
の
化

骨
現
象
の
障

一時に
よ
り
特
有
な
る
:

何

一一M一病
性
・
=

變
化
が
發
現
す
る

。

か
か
か
3
脚

-

最
近
血
液
の
化

諾
業
法
の
進
多
並
に
責
驗

l
八
-

講

）
が
長
時
通
殘
す
る

。
更
に
船
的

（一期
胸
或
は
一f一一一一一一 :

的

）
は
著
明

な
の
は
二
三
年
以
上
の
小
兒
に
多
い
が
成
人
と
な
っ
て
も
尚
過
殘
す

る
事
が
多
い
か
ら

、
經
久
的
一
何
一一一一一病
の
診
斷
に
最
も
--l-一
大
な
役
割
を

演
ず
る

。

一一か3必ル
望
過
ぎ
の
幼
兒
で
は
肥
一9
-一一 ::
（--一一 :
-

:

注
の
後
轉

）
を

見
る
事
が
あ
る
が
之
は

一1-軟化
に
因
る
も
の
で
無
く

:

-
一一一因の
弛
級
に

基
く
も
の
で
あ
る

。

ル
除
3
炒
・

作

（降

一和かか
か
）
手
足
の
運
動
の
一一一一一に
活
渡
と
な
る

五
'

六
ケ

ー---
か
ら
四
度
一一=端
の
m
'al-
が
一者
明
に
現
は
れ
る

。就
中
機

E
-

=

表
端
及
座
'
川

一=の末
端
部
の
m'
限
は
来
較
性
で
儿
つ

「x
」線

上
一一一n
明
な
洋
一盃
般
険
影
と
し
て
認
め
ら
れ
る

。然
し
四
度
の
観
:一:M

（0

脚

、
X
脚

）は
率
ろ
離
有
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
'
六
ヶ
月
以
内
乳

見
の
生
理
的
〇

四
と
一一一一一一認
，し
な
い
様
:

-l［-
意
を
要
す

る

。本
患
一一 :

-一は
'一一一一一一

行
期
が
著
し
く
通
延
-
-一一一一一'．症
型
に
は

一一一一一珠
紐
様
手
指
が
見
ら
れ
る

。

悪
性
型
は
臨
一一一一．上--
， 」較
化
症
像
を
呈
す
る

。

酔
か
3
か
ル
（ル
か
）腹
部
は
常
に
著
明
に
膨
隆
し
て

:

=
-

一胆
或
は

大
鼓
腹
を
形
成
す
る
o

時
に
一一一一一一一-脾
の
随
限
を
見
る

事
が
あ
る

。

か
加

'

中
．

中

（降
作
作
か
和

）注
意
力
が
缺
如
し
興
味
を
失
ふ
爲
め

的
何
使
病
の
解
決
に
因
り
漸
次

:

判

明
し
て

來
た

。
H
（
）一一'-・一一，．--1
D
-

K
一一．u
=
・一一 :
（ l
9
2
l

） l・'l
M
c
D
E
S
-

=
・一n
（

G
， i

）一一（，-
， ''，

一、一一一）2
3

）
及
び

-
一一一1



a - 十 三 第 年 :'t, 第
然
る
に
カ
ル
シ

ウ
ム

過
剩
食
は
:

何

一一一一一病
、
ヵ
ル
シ
ウ

ム

缺
乏
食
は
テ

タ

一一
I

（一一一一題・一一一一一）を
起
す
の
で
あ
つ
て
共
に
一9
-

-
石
灰
比
率
障
碍

性
的
体
病
で
共
に
目
光

（装
外
線

）
畢
竟
は
ヴ
ィ
タ
ミ

ン
D
の
影
響

が
:

-

M

大
で
あ
る

。換
言
す
れ
ば
:

何
一一一一一病
の
眞
因
は
石
，一、過
剩
一一一:-（
で
あ

る
が

'
ヴ
D
の
有
す
る
燐

、
石
・一一一、代
部
の
調

:

W
l一一作

用
が
批

:

何

一一一一病
性

能
力
と
し
て
'

的
性
病
に
對
し
理
防jM

に
治

一m一的
数
果
を
奏
す
る
爲

め

一．般
學
者
は
何
修
病
の
更
の
原
因
は
、
ヴ
D
の
缺
乏
に

よ
る
と
一誤

認
し
た
の
で
あ
る

。・一・一一，く
考
へ
た
が
如
き
一一通
:

似

一0- l一や
先
一天
性
何
性
病

等
の
迷
論
は
今
日
で
は
何
人
も
信
じ
て
:

M
な
い

。

l:=1
（
）一-
-
-

，1・（

-
，-

-一一 I
1

．．--・・
一．
．
-

，-

一一一一一一一一，-一，1）-
'

（ l
・一 :J
o

）の
研
究
に

よ
り

何
伊
病
初
期
に
在
り
て
'
燃
保
留
障
解
は
カ

ル

シ

ウ

ム

保
留
障
解
に

先
行
し
て
現
は
れ
、
又
，何
伊
病
治
癒
期
に

於
て
鱗
保
留
-f
解
は
カ

ル

シ
ウ
ム

保
留
時
降
よ
り
先
に

依
復
せ
り
と
の
事
賀
か
ら
し
て
何
使
病

の
經
過
の
判
定
は
容
易
と
な
り
、
即
ち
血
液
中
一M一一一を
測
定
し
之
の
消

長
に

よ
り
判
定
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
o

K
-

一ン
M
-
・一-，-
H
o

一一'一一一，-sD

はm

-

f
l
L

液

一〇
〇
cc

、
中
に
存
す
るC

a

と

P

と
の

一一一-f一を
ミ

ー-ー
グ
ラ

ム
で
現
は
す
と
き
共
の
載

ca
x
P

が
三
〇
以
下
何
使
病
の
存
在
あ

ll
）、
三
〇
ル
至
四
〇
な
れ
ば

'
佝
使
病
の
疑
を
置
き
四
〇
以
上
な
る

FI

1sD
LE

一一
が
何
使
病
原
因
と
し
て
主
張
し
た
新
鮮
な
る
一一一一一一，，9一の

不
足
'
及
一連
動
不
足
識
は
主
に
日
光
中
の
紫
外
線
の
影
藝
に
的
す

ぺ

き
で
あ
る

。大
都
市
に

於
て
は
田
合
よ
り
目
光
中
紫
外
線
に

乏
し
く

工
場
地aW

に
於
け
る

一一u一一一?一一一に本
病
の
多
い
事
'

黑
・

以
が
自

」
--
に
比

し
日
光
よ
り
受
け
る
好
影
響
の
少
な
い
事
、
米
國
生
れ
の
黑
人
幼
見

が
本
國
に
於
け
る
と
異
な
り

、
彩
し
き
本
病
-E
患
者
の
多
い
等
は
日

光
中
紫
外
線
に
重
大
な
る
開
係
を
有
す
る
は
明
ら
か
で
あ
る
e

H
-
・
一
，
-一一・一
は
度
府
に

照
射
し
た
人
度

、
手
度

一一，一--:以
て
何
性
病
見
の
治

療
，に
成
功
し
て
ゐ
る

。
H
-

・一一:1-・-
S
T
-

・一一s
，-

）一一o-
，一
，
等
は
1

l
f

々
な
無
数

な
物
質
に
紫
外
線
を
照
射
し
一
ヴ

D
の
效
力
を
賊
、活
し
得
る
事
を
述
ぺ

て
一eb
る

。又
動
物
体
直
接
の
照
射
の
有
效
な
る
と
共
に

、
照
射
を
受

け
た
'一一?一一も
效
果
的
に

作
用
す
と
一一一ふ人
も
ぁ
る
が
之
を
否

---
す
る

人
も
ぁ
る
o

G
（
）-

．
-

）一一r，
．，， ir
-

S
（
）
．，

M
E
s

は
照
-ll-
を
受
け
た

」
-l-
の
-t

f

隣
中
の
--

一一一一・
，

D
の
一増
加
を
も
認
め
て
ゐ
る

。

郷
の
脚
弱
及
び
産
卵
數
が
照
射
に
よ
り
驚
く
程
好
影
響
を
受
け

、

又
産
卵
せ
る
卵
一一一一一中
ヴ
D
の
增
加
を
も
來
す
と
一一一はれ
て
ゐ
る

。然

る
に

Po
l

=
．-W

I
s

，

D

一一，U
s

．H
-
-
:s一s

-

Ro
s
-

・一一，一一ー一・一［-1
一
Wm

-

S
T
E
R

等
は
紫
外
線
に
よ
り
統
一
何
位

一病
性
を
得
る
も
の
は
從
來
考
へ
ら
れ
た

1
'
-

〇
-

時
は
治
種
す
る
か
又
は
存
在
を
否
定
し
得
る
と
な
す

。
G
-::-
）1-
G

，，

は
方
が
健
常
な
れ
ば
二
、〇
、
典
型
的

:

何
:

做

一病
な
れ
ば
三

、五
に

及
ぶ

事
あ
り
と
一一一ふて
ゐ
る

。

-
い
い
、
。、R
I

）。3
，ー
ル
か
-
和

紫
外
線
'
日
光
が
幼
一一一一一 :和
一一一M病

に
有
数
な
の
は
既
知
の
事
實
で
實
驗
的
に

も
一一一一に
就
て

H
-

，一一ss
・

M
（-
C
-

）一．一．-J
．一一
等
に
よ
り
立
證
せ
ら
れ
て
ゐ
る

。一一一〈一一一-
油
も
同
様
有

数
に

働
く
と
云
は
れ
て
一eb
る
が

、
的
使
病
發
生
及
治
雅
，に
如
何
な
る

開
係
が
あ
る
か
は

一
寸
と
考
へ
る
と
寄
異
に

感
ぜ
ら
れ
る

。

日
光
ス

ぺ
ク
ト
ル

は
地
上
一球
開
一一一一一一一一・'
通
過
す
る
際
失
は
れ

、
地
上

に
注
す
る
も
の
は
赤
外
線
よ
り
中
開
業
外
線
m
-
'

ち

一
（
）、0
C

）〇一::
:

一一一一一f二
、九（
）〇オ
ン
グ
ス

ト
ロ

ー

ム

に

一一一一一る
も
の
と
せ
ら
れ
て

一0
る

が
、
共
の
強
さ
は
率
節

、水
'・一一-
線
上
の
太
陽
の
高
さ
'
土
地
の
高
低

大

．一米中
水
一一一m
．

-一一一一、
座
城
等
に
よ
り
性
し
く
制
限
せ
ら
れ
'
殊

に
紫
外

線
部
に

於
て
最
も
影
響
せ
ら
れ
る

。何
使
病
は
秋
冬
に

多
く
一見
期
に

自
然
消
滅
に
一国
く
の
は
地
表
に
達
す
る
口
光
中
業
外
線
の
質
と
a
-一．
と

に
於
け
る
季
節
的
消
長
に

一
致
す
る
と
納
し

、
岩
川
'一 :

-
'

は
太
平
洋
面

と
日
本
海
面
と
の
秋
冬
の
一一一F一一一一に
よ
り
著
し
き
一一一一一象
上
の
和
速
を
見

之
が

:

何
一一一一一病
發
生
に
影
響
が
あ
る
と
主
張
し
て
一e
る

。

コ
レ
ス
テ

リ

ン

で
な
く
て
夾
雜
物
と
し
て
含
ま
れ
て
-b
る

一一ル
ー一ス

テ
リ
ン

（Er

:9o
ste
rin

）
な
-l・と
唱
へ
・一一一一，D
の
性

体
と
し
て
考
へ
る

様
に
な
つ
た
o

即
ち
效
に

於
て
始
め
て
'
:

何

一一一一病
に

1

l
f

油
や
紫
外
線

の
如
く
懸
絶
せ
．n・一
と
思
は
れ
る
も
の
が
卓
效
を
奏
す
る
か
の
理
由
が

氷
解
し
た

。

即
ち
-=
油
に
は
天
然
に
ヴ
ー

）が
含
有
さ
れ
て
居
り
'
度
下
9
川

一M
や

E-f l L

中
に
は
プ
ロ

ビ
タ
ミ

ン
D

（・一一，l
） :-:一一一源
）
な
る
物
一一n一一ち一一ル
ゴ

ス
テ
リ

ン

が
存
し
、
之
が
紫
外
線
の
照
射
に

よ
り
ヴ
ー

）に
轉
化
す
る

で

、
P
が
-

「。てい
紫
外
解

一一が--
。ていkbW

k

「一肥が
。は

爲。
一
舉

。竟ダ
D。
。の
。作一一用。にW
が
f
。9c一の一一J。あf
。

今
ヴ
D
の
基
源
エ
ル
ゴ
ス
テ
リ
ン
に

紫
外
線
照
射

（二
一， ::一六
力
至

三
一
三
m

"，一般
一一通
二
九
〇
m
ｵ
以
上

）
に
よ
り
ヴ
ー

）に一要
更
す
る
行

Ergosterin
( : t ル f ス テ リ ン )

t
I.umistcin
(ル tステ l 1ン 1

i
V i t am i n l )

f ↓ 、,・
Su

P
ra
stc
r

一n
I

一． ::-
-

'u
、7X

、-
l

一一 :
、'

）

Tox
istc
rin

（
．一，・・'・--
、
--
-
-

:

、）

Sul

）r
:

a
stc
rin

-

l．
，/L
7-

X

、-
l
-

:

、）

程
は
次
の
如
く
で
あ
る

。

初
:

C

英
国
に

於
て

:

-
-
・
，

D
即

ちC
a
lc
ifc

，

o

一を
得
た
が

之
は
純
粹
の
ヴ
D
と
ル
ミ

ス
テ
ーー

ン

と
の
分
子
結
合

に
よ
る
も
の
で
後
に
は
完
全
に

m
者
を
分
離
し
得
て
ヴ
イ
タ

ミ

ン
ー

），

-

一一．l



裁 - 十 三 第 年 九 第
即
ち

C
a

一一ifer
ol
n
eu

（新
ヵ
ル
チ
フ
ー一ロ
ー

ル

）と
W
I

N
D
一一一，t
-

'S

等
に
よ
り
命
名
せ
ら
れ
た

。

I

ル

ゴ
ス
テ
ー-・ン
は
廣
く
械
物
中
に
存
し
抗
:

何
一一一一一病
性
能
力
は
な

い
が
装
外
線
照
射
に

よ
り
初
め
て
数
力
を
發
，

t l
K

す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
H

ル

ゴ
ス
テ
ー・ン
を
一一一M
取
し
て
も
決
し
て
ヴ
D
に

轉
化
せ
'-

。
・

，直
一

ち
に

使
中
排
出
さ
れ
る

。之
は
ヴ

A
に

於
け
る
ヵ
ロ

チ

ン

の
開
係
に

似
て
e
る

。m一ちヵ
ロ

チ

ン

は
自
量
や
家
見
の
如
き
轉
化
機
能
を
有

す
る
一一一a，-一一 :

-

（
動
物
に

構
取
せ
ら
れ
て
こ
そ
初
め
て
'
恐
ら
く
-lf
臓
内
の

ヵ
ロ

チ
ナ

ー

ゼ
と
一一一一・・一一解
素
の
例
に
よ
り
-

ウ
A
に

一轉化
す
る
が

、
雑

?
:

一一一動
物
で
あ
る
人
間
は
構
取
し
て
も
決
し
て

:

ッ

、一の
效
果
は
な
い

。

一相
物
性
エ
ル

'コ
ス
テ

リ

ン

も
全
く
同

一一一一な開
係
に

立
つ
て
ゐ
る
o

我

邦
で
も
私
の
知
人
で
理
化
一一一f研
一一几
所
の
一一一 :一一一一一一博
-
は
非
類
よ
り
業
外

線
照
射
に

よ
り
fッ
D
を
得
る
事
に

成
功
し
二
年
前
に
理
研
で
會
つ
て

観
し
く
一語
を
-］f-い
た

。

動
物
体
に

於
け
る
-

l
y
D

の
作
用
は
脇
に
於
、け
る
石
次
及
一9一の
吸
收

を
增
加
せ
し
め

一一-一物
中
に
給
興
せ
ら
れ
た
石
，一、及
一一一一一の
量
比
の
不
均

等
を
調
節
し
'

正
常
平
衡
を
保
持
す
る
作
用
が
あ
る
と
云
は
れ
て
一eb

る

。而
し
て

一
般
に

單
な
る
石
灰
の
供
給
は
正
常
以
下
に
低
下
せ
る

ど
存
在
を
認
め
9

。各
種
動
物
油
で
も
ヴ
D
效
果
の
な
い
も
の
に
紫

外
線
を
照
射
す
る
と
明
ら
か
に
ヴ
D
效
果
を
現
は
す

一
。

高
田
博
士

（一
九
二
八

）は
禁
国

な
る

』sPe

．

r

:
9
l

'ZZ

一、．s
（--
）
-

-
-
-

?
-

・a
-

e一

を
照
射
し
蘭
絲
中
の
ェ
ル

コ
ス
テ
リ
ン

を
ヴ
D
に

轉
化
せ
し
め
た

。

即
ち
菌
絲
の
細
胞
原
形
質
中
に
コ
p

イ
ド
状
に

分
布
し
て
一eb
る
か
ら

一一，，D
に

轉
化
し
て
も
細
胞
膜
に

よ
り
一一?
氣
と
遮
斷
せ
ら
れ
て
一eb
る
か

ら
酸
化
に

よ
る
破
;a
の
憂
は
な
い
わ
け
で
あ
る

。

f-

l
J

性
病
の
一一一…一M
-
一一一法
何
性
病
の
治
療
に
日
光

（殊
に

紫
外
線

）
及

肝
油
の
!;-
致
あ
る
の
は
-l-
く
ょ
り
知
ら
れ
て

．
:
:

，た
が

、
ウ

イ
ン

ダ
ゥ

ス

（一
九
二
七

）
の
努
力
に
依
り
ヴ
イ
タ
ミ

ン
D
の
結
品
を
側
製
せ

ら
る
る
に
至
り

、
，何
体
病
の
治
療
法
は
完
成
せ
ら
れ
た
o

紫
外
線
と

一一一一一一） i一-
油
と
一一一n:）要
す
る
に
英
の

一一'-何
一一一一一病
性
效
果
は
全
く
ヴ
イ
タ

ミ

ン
D一
の
作
用
に

外
な
ら
-a
。
即
ち
度
蘭
の
-l=-
肪
中
の
ェ
ル
ゴ
ス
テ

-lー
ン

が
紫
外
線

（殊
に
渡
長
が
二
五
六

，"一
:

-
:一至

三
一
三
m
ｵ

）の
爲
め

に
活
性
化
さ
れ
ヴ
イ
タ
ミ

ン
D2
に

轉
化
し
或
は
紫
外
線
が
皮
-9
を
透

過
し
て

、
直
接
血
液
ス
テ
リ
ン

を
活
性
化
し
ヴ
イ
タ
ミ

ン
n
-一と
し
て

肝
，臓
に
貯
一激
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
o

以
上
人
間
の
何
姓
病
は
可
及
的
早

j
a

に

發
見
し
て
適
営
な
治
療
を

l
一二
-

石
灰
鏡
を
上
昇
さ
せ
得
な
い

。即
ち
石
灰
は
ヴ

D
の
缺
乏
し
た
場
合

に
は
体
内
に
停
滯
す
る
事
難
く
從
つ
て
利
用
せ
ら
ー

る
・・・
'
事
も
不
可
能

で
あ
る
か
ら
で
あ
る

。即
ち
ヴ

I

）-一 :一一一一一物代
認i
の
限
界
を
超
越
し
て

全
身
の
新
陳
代
湖
，に
有
力
な
る
影
響
を
及
一一一一fす
も
の
の
如
く
考
へ
ら

れ
る

。ヴ
I

）は
，一性を
有
し
一一一:
人
の
1-l1
常
食
品
中
に
は
存
在
せ
u
と

云
ふ
て
よ
い
位
で
只
-lla
，一3一
、
パ
タ

1
中
に
・一一一一，
並
'
一一一一一一一一一の・一一一一油
一、パ

イ
フ

ア
ー

-lf
油
'

離
--F
油
'
:一出
-11
油
'

境
--f
油

）
中
に

は
-

ゥ
A
と
共

に
多

量
'

に

含
有
せ
ら
れ
て
e
る
が
常
に

一一一一n :
し
い
動
描
が
あ
る

。

解
呼
油
中

、
ヴ
A
は
畢
書一は
能
'
-

「注海
生
物
よ
り
來
る
も
ヴ
〇

は
．

．
-

・
一
．中
に

見
出

一-J
れ
な
い
o

B-
=

．
-

．'，
''--一一--
の
・-
-
-

-
:

一一一と
す

る
，一…'
一……一

（C
a
P
-

i

n

）
に

も

「0
を
多
く
含
ま
9
事
を
述
ぺ
て
b
:

，'o
又
'
解:
中

で
一．一 :

，，I

）缺--
．一一一一一一 :--一
に
て

一同
養
し
た

C
ha

ー

一ncl
C
atf
is

一一（船n
、
J

が
生
存

数
ヶ

月
後
計
一一 :-一一 :--
-一
以
上
の
一一一一・，I
）を
体
内
に

一一一一:械す
る
事
實
よ
-l-
-
-一一r
に

1

t
-

，D
合
成
能
力
が
あ
る
事
を
識
い
て
ゐ
る

。

次
に

一一 :-

，，

D
は
動
物
-f F

油
中
に
ヴ
A
～」共
存
し
て
一一一一く分
布
し
て

一e

る
o

特
に
e
'
期
-l-
油
中
に

多
く
'
一一一一一一一M一一 :…一一=
的

一の
-lF
油
中

一一，， A
と
一-・，
D

と
は
含
有
量
が
兩
者
相
平
行
し
て
存
す
る
が
'
收

．
:
:
:
:

-

m
i
e一の
場
合
は
一一一一

A
は
相
営
に
あ
る
が
一ヴ
D
は
極
め
て
少
な
い

。植
物
油
中
に
は
一一一一=ん

な
す
事
が
必
要
で
あ
る
o

殊
に
從
來
に
何
体
病
と
し
て
發
見
せ
ら
れ

た
も
の
は
總
て
重
，

-

:

-一一'
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る

。故
に
斯
る

重
症
と
な
ら
ぬ
所
一調
構
伏
時
代
の
も
の
を
發
見
し
て
治
搬
す
ぺ
き
で

あ
る
o

北
米
イ
リ
ノ

イ
ス

河
の
理
に

何
性
消
が
發
見
せ
ら
れ
今
:

数
に

虹
總

に
番
注
一一一:田一一 :

l一一が
發
見
せ
ら
れ
た

。私
等
の
見
た
r一一一一館
の

一?:注
轉
1ill

i
-
-
-一
が
果
し
て
イ
リ
ノ

イ
ス

河
の
理
と
同
様
か

、一一一一一一一人人
間
に
み
る
:

側

修
病
と
同

一
の
も
の
か
ど
ぅ
か
は
f

，後
の
研
究
に
:
-一-
つ
所
で
あ
る

。

若
し
ィ
リ
ノ

イ
ス

河
の
-lm
に

見
た
如
く
何
出一・病の
有
在
が
a
、期
に

證
明
せ
ら
れ
た
と
假
定
す
る

，-
f
:

-一際
布

一に
人
間
の
如
く
太
陽

、
紫
外

線
照
射
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
ら
う

。最
も
此
の
點
に
就
て
は
紫
外

線
の
研
究
家
に

よ
り
鯉
の
一一一一 :-1M一に
人
工
太
陽
総
照
射
に
よ
り

（極
め

て
少
量
短
時
間
の
照
-ll-
）・一一一体
發
育
及
体
重
、
身
長

、?
:

-
， 一一一一一一に
良
結

果
を
得
た
と
細
し
て
ゐ
る

） :一一一一も
布
、卵
に
人
工
太
場

:llf
照
射
に
よ
り

卵
内
容
の
變
化
を
化
學
的
に

測
定
し
て
學
會
に

發
表
し
た
が

、
私
は

魚
体
に
業
外
線
照
射
は
-
簡
研
究
の
条
、
地
は
あ
る
様
に

思
ふ

。

若
し
紫
外
線
照
射
が
養
前

一上
不
一
通
一一一一a一
と
せ
ば
-

1一一一一一M一一一上
よ
り
改
良

す
る
よ
り
致
し
方
が
な
い

。即
ち
ヴ

イ
タ

ミ

ン
D
を

集
解
に

よ
り
補

l

一三
-



a - -t' 三 第 l 年  九 第
給
す
べ
き
事
と
な
る

。最
近
ヴ
イ
タ
ミ

ン
ー

）の
製
期
は
英
の
種
類
が

多
い
o

即
ち
ヴ
イ
ガ
ン
ト
ー

ル

、
オ
ポ
ラ

ー

ル

'
ラ

ヂ
ォ
ス

ト
ー

ル

プ
レ
ホ
ル
ミ

ン

、
オ
ー--
ー

ゼ
等

、
ヴ
A
と
ヴ
ー

）と配
合
し
た
ヴ
イ
一グ

ロ

ン

、
ル
メ
ノ

ン
等
が
あ
る
が

'
此
等
は
理
想
的
の
治
療
劑
で
あ
る

が
'
價
格
が
高
く
資
際
に

應
用
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る

。

最
近

B
（
）ン

一sK

（）v
（ l
9
3
一一）
に
よ
る
と

一一:一一中
臨
床

」
-l-
位
は

lllf

油

〇

・二
-
二
・〇
酵
-;-
照
射

四
〇
・〇

ハ

タ
ー

〇
・〇
〇
二
1
〇
・一
-

Iー
ガ

一一五
〇

・〇

牛

乳

〇

'〇
〇
一
1
〇

'〇
〇
二

牛
乳
照
射
せ
る
も
の

〇

'八

即
ち
ヴ
イ
ガ
ン

ト
ー

ル

、
解
性

照
射
せ
る
も
の
最
も
多
':f-'
に
含
有

せ
ら
れ

、
-l-
油
中
に
も
相
當
含
有
さ
れ
'
牛
乳
は
照
射
に
よ
り
一者
し

く
增
加
す
る
事
が
述
べ
ら
れ
た

。

1
一国
-

更
に

:

何
使
病
の
一9一防
治
搬
に
必
要
な
る
量
を
以
て
表
は
す
と
'
卵

黄
〇
・〇
五
一一一一、
不
一
厳
化
の
卵
責
〇

'〇
〇
〇
五
一一-一一一
、
卵
責
照
射
せ
る

場
合
〇
・〇
〇
二
1
〇

'〇
〇
三
一 :一一、
酵
母
照
射
〇

'〇
〇
二
五
・

-一で

此
等
は
以
上
の
數
値
の
如
き
量
に
て

動
物
何
使
病
の
豫
防
治
一m
、'效
果

を
有
す
る
わ
け
で
あ
る

。-=
油
中
殊
に
解
-l1
油
、
大

:f
及
故
に
は
多

量
含
有
さ
れ
'
泥
騙
及
鯨
の
肝
油
に
は
比
較
的
少
な
い

。食
一一一一に
人

工
太
陽
燈
照
射
す
る
方
法
を
用
n
:

）
た
人
も
あ
る
が

、
之
は
資
際
應
用

は
不
可
能
な
事
だ

。最
近
-=
臓
粉
来
を
食
（解
中
に
附
加
す
る
方
法
を

用
ふ
る
人
も
あ
る
o

要
す
る
に
ヴ
D
の
細
給
に
営
り
最
も

一一一一一價
で

」
m
M

富
に

含
有
せ
ら
れ

た
食
～

解

を
選
探
し
て
投
興
す
べ
き
だ
o

追
記

色

類
に
於
け
る
本
病
に

就
き
て
は
尚
斯
道
研
究
家
に
よ
り

研
究
中
何
づ
れ
興
味
あ
る
報
告
の
あ
る
管
で
あ
る

。

在

一が
灯
に
つ
く
と
い
ふ
習
性
を
利
用
し
て
の
一一果
一一灯電
化
は

、
昭

和
四
年
の
一一一一一以
來
愛
嫉
解
南
豫
近
海
に
於
て
異
体
化
し
、一爾
來
満
七

ケ

年
を
經
過
し
て

一者
し
き
實
統
を
舉
げ
'
南
豫
十

九
ヶ
市
町
村
の
細

1-

l
k

は
一一用n
ん
ど
全
電
化
を
見
る
に

至
り

、
設
備
容
量
八
〇
〇
キ
ロ
ヮ
ッ

ト

一
ケ

年
の
消
費
量
約
六
千
キ
ロ
ワ

ツ
ト

弱
を
算
す
る
や
う
に
な
り

湖
次
他
府
縣
に
も
一一一:
及
す
る
般
勢
と
な
つ
て
参
り
ま
し
た
o

火
光
器

利
用
の
主
要
な
る
點
は

、

一
、
最
も
経
濟
的
で
あ
る
こ

と

二
'
漁
獲
成
鐵
の
優
秀
な
る
こ
と

三
'
器
具
の
取
扱
が
簡
易
利
使
で
あ
る
一1J

と

．

結
局
こ
の
三
つ
の
條
件
が
具
備
成
功
す
れ
ば
'
そ
の
効
果
は
間
ふ
を

要
せ
な
い
の
で
あ
る

。集
・一一一力の
電
化
は
乃
ち
こ
の
三
つ
の
條
件
を

豫
期
以
上
に
完
成
し

、最
早
試
驗
と
議
論
の
餘
地
な
き
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す

。而
し
て
a一一一近
は
網
漁
よ
り
更
に

釣
漁
の
電
化
に
移
-;-
、
二

型
三
型
の
小
--E
池
に
よ
つ
て
八
ヴ
ォ
ル

ト

一一一 :

ル

ヮ
ッ
ト

乃
至
三
〇

，l;，

ッ
ト
位
ま
で
の
小
．幻

:
:
:

』一電
球
を
使
用
し
て
カ
ー

パ

イ
ト
英
他
の
光
源

を
-i-
化
し
っ
つ
あ
り

、
英
の
成
識
も
優
秀
で
あ
る
一1
．．．．一
と
が
認
め
ら
る

る
や
う
に
な
り
ま
し
た

。釣
漁
の
電
化
は
全
國
的
に
普
及
の
可
能
性

が
あ
り

、
大
い
に
將
來
を
期
-l-
す
る
次
第
で
す

。巾
着
網
の
如
き
揚

操
式
沖
取
紹
は
太
平
洋
精
海
た
る
九
州

、
四
國
'
和
歌
山

、三
重
'

愛
知

'
静
間
等
に
は
略
一一一一一同
構
成
の
も
の
が
多
數
あ
る
が

、
日
本
海

沿
岸
は
一一一一一紹
、
建
細
の
如
き
定
置
漁
の
も
の
が
多
く
用

一一一一ら
れ
、
巾

着
綱
は
-l:-
取
縣
あ
た
り

一
二
統
に

過
'

ぎ
な
い
や
う
で
あ
り
ま
す

。而

る
に
日
本
海
方
面
も
近
來
こ
の

一一一 :一間
定
置
漁
よ
り
漸
く
夜
間
集
a
、
-l--

漁
に
移
ら
ん
と
す
る
時
代
と
な
っ
た
o

英
一
例
と
し
て
:
取

近
石
川
縣

羽
咋
那
千
里
演
村
の
宮
地
利
知
郎
氏
が
小
一者
「漁
一m一電化
の
資
際

」

l
一五
-



を
見
て
態
・一一來
縣
せ
ら
れ

、1一地見
學
の
上
巾
着
紹

一
続
及
之
に
附

随
せ
る
發
動
汽
船

、
漁
船

、
充
電
器
'
力
具
'
電
池
等

一切
を
購
入

し
'
縣
當
局
へ
も
手
績
き
し
て
許
可
の
運
び
と
な
り

、
愈
々
責
施
す

る
一一．J
と
に
な
つ
て
--b
る
の
で
あ
り
ま
す
o

然
る
に
北
海
道
地
方
に
於
け
る
一m一一解一一一一につ
い
て
は
私
は
何
等
の

研
究
も
責
験
も
な
く
、一確
一一9
が
f
用

卵
期
以
外
に

海
中
に
あ
つ
て
．n
に

つ
く
か
つ
か
ぬ
か
は
来
知
数
で
あ
り

、
ま
た
そ
の
漁
務
法
も
多
く
刺

細
建
細
が
主
で
あ
る
や
う
で

、
灯
に

誘
集
し
て
漁
獲
し
得
ら
る
る
や

否
や
は
素
よ
り
疑
間
で
あ
り
ま
す

。而
し
一一 :- :

解
と
ほ
:

'一
同
じ
習
性
を

持
つ
て
ゐ
る
翻
の
如
き
も
の
が
-l-
に

つ
く
の
を
見
れ
ば
難
解
も
海
中

に
-b
る
場
合
は
-l-
に

つ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
ま
す

。果

し
て

之
れ
が
-l-
に

つ
く
と
な
れ
ば
，一一一一m1:．法
に

一一T
新
を
來
す

べ
く
、

剌
網
、
建
網
或
は
・e一綱
と
雖
も
之
れ
を
集
在

、力
に
よ
り
誘
致
誘
導
し

て
漁
獲
成
續
を
攀
ぐ
る
こ
と
も
、
張
ち
不
可
能
と
新
言
は
出
來
な
い

，
ll-
で
あ
り
ま
す

。-力
ち
私
は
敢
一-
之
れ
が
研
究
責
驗
を
貴
地
方
の
業

者
に
お
動
め
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o

合 紹 著 近

容 内

l
一六
1

資

料

● - 十 三  第 年 九 第

鮭

轉

類

稚

魚

の

査
定

〔

a
錢
〕

（Fo
E
R
．s
T
E
-
～
-B

．E

．an
d

P
ー一ITcI

-

，RD

-

A

．L

．

l

T
he

i

d
e
r一tific

at
ion

o
f

t
h
e
y
o
u
n
9

o
f

t
h
e
f
i

v
e
s
Pe
c
i

e
s

o
f

P
a
c
i
f
i

c

sa

-m
on

．ReP o

-

of

t
h
eB
n
t
ls
h

C
o
l

u
m
b
i

aC
om
m
issi

o
ne
r

o
f

F
is
hc
ries

．l

9
3
4

．）

一a一、一:…
蘇
水
産
試
-f
場

井

上

喜

平

治

左
の

一
文
は
ヵ
ナ

ダ
'
コ
ロ

ン

ビ
ヤ

州
の
一
九
三
四
年

P
is
he

，

r
i

es
C
o
mm
i

ss
i

o
n
er
s

R
e
P
o
r
t

に
掲
げ
ら
れ
た
る
太
平
洋
産

:
-
-

M一

解
類
稚
魚
の
大
体
の
區
別
法
を
-E
認
記
速
し
た
も
の
で

'・一一一詳細
な

る
歡
の
検
索
は
追
つ
て
發
表
さ
れ
る
由
で
あ
る

。

A
・

響
崎
は
九
乃
至

一
二
條
'

背
始
に
は
大
な
る
黑
色
斑
點
あ
り

。

大
西
洋
産
陸
解
類

AA
'

響
崎
は

一
三
條
以
上

一一r ::
始
に
は
大
な
る
黑
色
斑
酸
な
し
o

大
平
洋

一一一a一
難
館
類

B
・
P
a
r
r

m
a
r
k

（体
側
に
あ
る
一術
国
形
の
如
き
班
故

）な
し
'
側

線
上
の
解
の
数
は
約

一
七
五

（一
六
八
乃
至

一
八
五

）'
生
時
体

色
は
背
部
漫
線
色

、腹
部
銀
色
な
り

。

-
:
・

（カ
ラ
フ

ト
マ
ス

）-
:
・

〇

一Mo
．
r:
-zy
-
-

c
-
～rs

f
o
、--a

，

ec

-
-S

BB
'

体
側
に
は
縦
に
並
ん
だ
指
国
形
な
る

P
a
rr
m
a
rk

あ
り
'

側
線
上
の
鱗
の
數
は

一
五
0
或
は

一
五
〇
以
内

。

C
'

P
a
rr
m
a
rk

の
形
は
短
か
く
精
国
形
或
は
卵
形
に
し
て
'

何
れ
の

Pa
r
r

m
a
r
k

も
側
線
よ
り
餘
り
下
に
は
延
長
せ
、一 :1・，o

D
'

l
a S

耙
の
數
は
約
1
8

十

一1
側
線
上
の
一解
の
教
は

一
二
五
乃

至

一
三
五

。背
部
に
は
黑
色
斑
點
の

一
定
の
列
あ
り

、
体
色

背
部
青
色
或
は
綠
色
の
光
澤
あ
り
'
体
側
の
側
線
以
下
の
部

分
は
銀
色
に
し
て
弱
き
綠
色
光
澤
・一-
la一ぶ
、
腹
部
銀
色

。

-
-
（べ
一一
マ
ス

）:
-
・

〇
-
-c
o
、--y

lr

、

f

zl

-

．
s
・

-ze

一、・」一一a

DD
'

一醫
一一一の
数
は
約
1
4

十
1

0

側
線
上
の
一
解
の
数
は

一
三
四
乃

l
一
七
-
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う えは .s・. 最 公 え は
l1'

えは う 最 公 ぅ
く' く'

びぜ 0 ・ 魚 ひ

五
・一一

一五
ク

一五
・一一一，
一（ :
）・″，

一八
、〇
〇
〇

″

六（
'

）一一，
一（'
）・一一
国
五
（
、'

）・″

三

〇
一一・
″，

八
〇
〇

，

二
五

、〇
〇
（'

）・″，
五

一・
″・

六
六
〇
・

″，

五
九
〇
ク

一一一〇
（1
'
）・一一，

一三
、三
九
・一ー・″・

国

八
一一一・

二

一一〇
一
・

″，

八
〇
ク

六
五
・

″

二
〇
・
〇
〇

七
・
五
〇

一・
三
〇

一・
六
〇

二

、一六
〇
'
〇
〇

二
七
四
・
五
〇

二
〇
'
〇
〇

七
二

〇
〇

四
八
・
三
二

八
〇
・
〇
〇

四

、五
〇
〇
'
〇
〇

二
〇
四
・
〇
〇

一
一
八
・
九
〇

一0
六
・
二
〇

六
〇
・
〇
〇

二

、六
七
七
・
四
〇

二

二
ハ
・
〇
〇

一一一一・
〇
〇

二=
: :・'、
〇〇
〇〇

:意 内 京 内

，
二
〇
1十

八

名

十

名

北
海
道
水
産
試
驗
場
調

一一一一に
係
る
一既
接
水
族
次
の
如
し

。

邦

名

イ

ト

ウ

一フ

ト

ミ

ウ

ヲ

イ

ト

ウ

ア

メ

マ

ス

ウ

ナ

ギ

コ

ヒ

フ

ナ

ウ

グ

ヒ

カ

ワ
ガ
レ
イ

チ
ョ
ウ
ーF
メ

i
:

，
l-'
キ

ゴ

ーー

ワ

力

サ

ギ

タ

一一

シ

ト

ラ

一ハ

ゼ

ク

リ

ハ

ゼ

サ

ケ
ー

和

f e

一

ェ
ビ
の

一
種

名

（G
一-

l
sT
m

・一 I-
）

（H
=

、-_

-
，一一一一一一一一一-一一-
e
a
s
f
（一ミa
（〇
一

La
r
v
a
o
f

s
a
-

m
o
n

本
湖
の
養
殖
施
設
を
見
る
に
既
息
主
要
魚
類
た
る
公
魚
の
增
殖
を

計
る
た
め
'
昭
和
六
年
度
へ
ネ
コ
ロ

べ
ツ
川
を
選
定
し
て

、
条
が
責

地
指
導
人
工
-laf
化
放
流
を
な
さ
し
め
た
-l-

。之
れ
該
湖
に
於
け
る
公

1一一一一人
工
解
化
事
業
の
権
脇
た
り

。:-
-一、後
連
年
責
施
働
行
し
て
今
日
に

至
れ
り

。英
の
採
那
数
次
の
如
し

。

一
明

一a-
一酸
の
激
減
…
:一一一し
き
を
以
て
期
族
の
移
取
理
增
を
目
論
見
み
昭

和
五
年
条
が
指
導
を
な
し
て

、一一一一館一を
宮
:
l一一縣

よ
り
購
入
放
流
せ
し

む
o

爾
後
四
ケ
年
間
繼

．
減
放
養
せ
る
般
況
次
の
如
し

。

l

:-
l



年

度

l

主

体
一

一a

昭
和
五
年

昭
和
六
年

昭
和
七
年

昭
和
八

年

一昭
和
九
年

五
〇
-E「北
海
一通
E
一

無

一
個

五
〇
〟
・
．

ク

一

'〟
・

五
（ :
）'″，
・

″，

-

，

一

一

'

三
（ :
:

）・一 :

-

組

合

一四
〇
回

一

以
上
增
一m一
施
設
後
の
公
・
:

u一
f-

は
期
著
な
る
成
:
-

-

を
示
し
を
れ
り

。一酸

に
於
て
は
相
営
發
育
を
途
げ
成
續
之
本
良
好
な
る
も
一川E-
-

．
i一方

法
に
付

て
は
一
將
研

一一一の :一一一一一地
あ
る
を
認
め
ら
る

。営
組
合
に

於
け
る
新
經

9一一一次
の
如
し
o

年

度

考

昭
和
七
年

昭
和
八

年

用
和
九
年

昭
和
十
年

'

、

n

-

i

一

l

五

七
九
五
・
〇
〇

一

益

四

、六
四
四
・
〇
〇

一
五
〇
'
〇
〇

一
二

、九
八
九
・
〇
〇

一
七
五
・
〇
〇

一
五
'二

一
七
・
〇
〇
一

一八
〇
・
〇
〇
一

動 - 十 三 第 年 :;L 第

l

望
年
一
ォ

，
一ァ

″

一ゥ

昭
和

」ォ
・・

i

ァ
一

・
一
:

/
一

昭
和
七
年
一
ォ
一

一一・イ
ー一:

メ

一一「
ス

グ

ーヒ

べ
ラ

イ
ー

、
7ー

メ

マ

ス

グ

ヒ

l一
ラ

イ

へ

ア

メ

マ

ス

昭
和
八

グ

・一・一

べ
ラ
イ
ぺ

メ

一'
ス

一y--'
グ

ヒ

オ

、
ー

ラ

イ

、:

ア

メ

一一r
ス

ウ

グ

．一一

j

オ

べ
ラ

イ

べ

テ
メ

r

ス

一一
ウ

グ

ヒ

一

一一
、一一一0
（一一一一一一

一0
一一J1--

一合
尾

1t1 -u -o ? n 三 さ 大 一i
0 0 0 0 I L 0 0 ' 0  0・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・
8 8 3 9 8 9 8 8 9

l
一一一T

（
一）…;
屈

斜

路

湖

測
岸
各
所
に
温
泉
一m一出し
て

'
然
か
も
英
質
酸
性
遊
だ
し
く
湖
の

水
質
概
し
て
良
好
な
ら
ざ
る
は
周
知
の
如
し

。古
來
水
族
增
殖
方
策

を
講
ぜ
ざ
る
と
知
一
体
一一つ
て

、一既
-

1

:一水
族
極
類
'
数
量
極
め
て
募
少
な

り
o

一破點
す
る
湖

一一一・一一u::-一 :-一の
自
家
用
と
し
て
英
幾
分
漁
獲
せ
ら
る
る

程
度
に

し
て
:

-

．
:

-a
i一一一額
表
一・一一一
た
る
も
の
な
り

。然
り
と
難
も
本
測
は
面

統
大
に
し
て

更
に
生
-f
量
を
一增
大
せ
ば
需
要
の
大
な
る
と
相
快
つ
て

該
測
の
利
用
蓋
し
將
來
極
め
て
有
望
な
る
べ
し

。昭
和
三
年
八
月
二

十

九
目
屈
斜
路
漁
業
組
合
の
設
置
を
見
る
に
至
り

:

一一 :
:

一一一後
の
漁
推
高
英

他
の
般
況
次
の
如
し

。

魚

組
合
員
数

一

べ
ラ

イ

べ

メ

「
一一

グ

ヒ

一一・イ
一一

メ

一，
t
-一

グ

t

一一一-l-0
-lt-
一
0
0

．

一一
、八0
C

一一ハ（）
一一
、一一0C
買
一一一n（）・C
一

邦

名

絲

在

一

ウ

グ

ヒ

イ

ト

ウ

ア

メ

マ

ス

ヒ
メ

マ
ス
一一一一）

カ

ヂ

ヵ

l

學

名

Gu

．
-
-

-

-一r
一I-・
ー

一

本
湖
に

於
け
る
養
殖

盛
'v
-

を
見
る
に

、
昭
和
四
年
度
・一W--一一一一主一一一一一一一一

族
た
る
r
ォ
べ
ラ
イ

べ

」の
人
工
解
化
を
創
始
し
一關
來
連
年
械
行
し

て
今
日
に

至
る

。採
那
數
英
他
次
の
如
し

。

昭
和
四
年

昭
和
五
年

昭
和
六
年

昭
和
七
年

昭
和
八
年

一八
〇

、〇
〇
〇
尾

一・K
〇

、〇
〇
（ :
:

）・一一一

一一一七、〇
C
〇
・

″

二
八

、〇
〇
〇
・

″

l
-

一三
I

，

主

体

一

備

考

北
海
道
水
産
試
驗
場
調
益
に
係
る
既
接
水
族
次
の
如
し

。



S
接
水
族
の
人
工
增
一m一
と
保
に
他
水
族
の
移
殖
を
試
み

、
昭
和
三

年
十

一
月
北
見
:

W
沸
湖
よ
り
、一一一見貝
二
〇
'〇
〇
〇
個
移
-;ia
せ
り
o

昭
和
四
年
六
月
二
十
'T
1

:一目
条
が
之
を
指
導
し
て

'
一一一n路
湖
産
河
般
・

二

五
'
〇
C
〇
尾
、
昭
和
五
年
四
J-1
全
じ
く
一一一一路
測
産
一一一一一一一…卵
一
五
、〇

〇
〇
◆

〇
〇
0
粒
の
移
效
を
な
し
、
'一開
來
三
回
移
取
を
續
械
し
た
る

数
一卅m
次
の
如
し

。

度
一

一一一種
放
流
尾
数
（

）
-

-

l一

一
公
魚

一rcoo

、co
一一一粒
M
解
一

諾
四

月
上

話
一

一

:、00
0

、00
0
ク

一
ク

一
昭
和
六
年

・

一

一

北
見
一a-一一W
測
よ
1l-
二
千
在
粒

一
ク

3
'0
0
0

、0（-
（）・一一，組
合

阿

請
ょ
り

一
千

器
a
-
'一一n一

す
'

ク

一K

、00
0

、00
0
・

″
ク

阿
塞
湖
よ
り
一a
最

l
二
国

i

// ″,lll'' ″?? ,ll ' 昭
和

九 八 七 六 五 四 三
年 年 年 年 年 年 年

年

度

起

常

費

養'i
事
業

●

五 五 一 一 二 一 三
八 一 〇 〇 九 五 二
〇 九 三 1t 〇 〇 ノ、1
〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 _ 〇〇 _ 〇 _0_〇_

三 国 三 二 三 五
四 四 〇 七 六 〇

四 〇 八 五 八 〇円
〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇  〇 〇 〇 〇

構

考

（三
）

要

結

兩
湖
增
殖
計
割
の
指
針
た
り
得
べ
き
北
海
道
水
藤
試
驗
場
の
基
本

調
益

（昭
和
八
年
三
月
水
確
調
在一報
告
第
二
十
八
a一屈斜
路
湖
'
昭

和
五
年
七
:

月
水
産
調
在一報
告
第
二
十

二
-ln
塘
路
湖

）
あ
り

。之
れ
に

:

備
:

-
-一一 :

す
る
の
必
要
あ
．
-

:
，

と
雖
も

、
兩
一湖
開
係
一葉
者
は
增
效

施
設
に

對

す
る
各
湖
の
特
異
性
に
つ
き

、
一一
后
研
究
を
重
一u
る
必
要
あ
り

。斯

く
し
て
:
-
::
-一産
に

意
外
の
適
一一一一適
法
を
發
見
す
る
場
合
な
し
と
せ
・
ず

。

此
後
益
々
適
種
適
屬
を
適
法
に
增
一旭・
し
て

、
生
産
額
の
選
增
を
計
る

を
要
す

。去
り
な
が
ら
湖
沼
利
用
上
特
に
注
意
を
要
す
る
點
は
增
殖

せ
る
各
種
水
族
を
如
何
に
し
て
採
抽
す
る
や
の
點
な
り
o

此
方
面
の

研
究
と
相
候
つ
て
更
に
漁
推
物
を
如
何
に
處
理
す
る
が
經
濟
的
な
る

や
の
點
も
併
せ
研
究
考
察
し
て
'
斯
業
の
發
展
に
資
す
る
必
要
を
認

む
る
も
の
な
り
o

昭
和
七
年
度
摩

一同湖
一一一一一一一一一的 :

那
五
〇

、〇
〇
〇
粒

、全
十
年
度
二
〇

C
、〇
〇
〇
粒
'
全
十

一
年
度
引
績
き
移
殖
の
計
割
な
1-''昭
和
九
年

十
二
月
二
十
八
日
程
提
島
ウ

ル
モ

湖
産
-llr
一解
卵
二
五
〇
'〇
〇

（）粒

の
移
效
を
な
し
'
該
湖
の
生
産
力
增
加
に
努
め
っ
つ
あ
る
も
現
在
英

成
:一一一不明
な
1ll
o

営
組
合
に
於
け
る
諸
経
費
次
の
如
し

。

敏

明

號 - 十 i が

結

言

支
笏
湖
に
は

一-l，
1
來
よ
り
多
く
の
a一統
を
移
取
し
今
日
迄
八
極
類
の

布

一種
を
移
取
し
て
來
た
が

、
此
一一iM

一一一m
・一一一の :

m
長
を
記
し
湖
沼
養
殖

事
業
の
參
考
に
供
し
た
い
と
思
ふ
o

支
笏
湖
は
北
海
通
第

一
の
大
湖
で
周
国
四

一評
'
面
横
七
五
、
三

四
平

方
粁
、最
深
部
三
六
三
米

、平
均

-
、五
米

、
測
面
の
海
拔
二
四

八
米
で
本
邦
最
深
の
湖
水
と
し
て
世
に

英
の
名
知
ら
れ
て
居
る

。湖

を
涵
養
す
る
川
流
の
最
大
な
る
は
ピ
プ
イ

川
で
此
に

次
ぎ
ォ
コ
タ
ン

べ
川

、
一一
ナ

ル

川
等
が
あ
る

。一神
前
山
は
湖
盆
の
來
商
壁
上
に
爺
え

英
の

一Mm

野
は
湖
の
南
:L

l

，
r
に

緩
く
簡
斜
し
て
一eb
る

。湖
盆
の
東
は
大
小

の

．i!-
火
山
一一一一一に
て
界
せ
ら
れ

、
'一一一一一一（八
二
八
米

）、
紋
別
一一 :M
（八

六
六
米

）
及
南
方
シ

，
lー
セ

ツ
ナ
イ
山

（五
一1
一三
米

）等
英
の
他
識
多

の
火
山
一一一一一一の
参
差
た
る
地
方
は
東
方
緩
き

一
の
傾
斜
地
を
以
て
石
特

の
凹
地
一一一一と連
絡
し
て
居
る

。

近
時
湖
の
一間一一一の森
林
使
探
湖
上
流
送
，
姚
山
發
掘
に
依
る
機
械

船
の
---f
繁

、一一一一一W一船
の
增
加
等
に
依
1l

）全湖
の
開
拓
一は
一一一:一激
に

促
進

さ
れ
た

。支
物

湖

姫

館

の

由

來

支
笏
湖
に
最
も
早
く
移

一m
さ
れ
た
も
の
は
姫
．
館
で
'

此
の
姫
題
一の

由
來
に
就
い
て
動
物
學
離
一誌
（三
百
九
十
一れ
號

）に
記
破
の
大
島
正

滿
氏

「阿
寒
湖
よ
-l
'移
殖
せ
ら
れ
た
る
姫
解
の
現
般

」を
參
考
に
し

て
記
し
て
見
た
い
と
思
ふ

。

阿
寒
湖
に

於
て
古
來

一
種
の
館
館
族
の
・一一一類
・一一一。一一一nし
、
ァ
イ
ヌ

は

之
を

「ヵ
パ
チ
ェ
ッ
ポ

」と
呼
ん
で
居
つ
た
o

此
は
年
中
湖
中
に
樓

l3
し
産
卵
期
に
な
る
と
湖
中
に
注
・
ぐ
河
川
に
溯
上
し
砂
陳
の
間
に
産

卵
し

、
英
の
形
態
は
千

島
に

漁
獲
さ
れ
る
前

總
に
似
て
居
る

。往
年

l
二
一ai
1



a - 十 三 第 年 :'t, 第
野

一一S一俊
次
郎
氏
は
此
の
館
を
研
究
し
た
結
果
形
態
上
紅
館
と
何
等
の

差
別
が
無
い
事
を
確
め

「ヵ
パ
チ
I

ッ
ポ

」は
一一 ii
一解
の
湖
中
に
閉
鑽

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
斷
定
し
た

。

明
治
二
十
六
年
藤
村
信
吉
氏
は
同
・n一一一湖
に

出
張
し
、
湖
水
並
に
一
楼

ll---
状
况
を
調
在
し
以
て
移

一m・
の
可
能
な
る
ぺ
き
事
を
報
告
し
た
の
で

時
の
水
確
課
長
和
田
真
三
氏
は
此
の
移
加
を
斷
行
す
る
事
に

し
た

。

藤
村
氏
は
同
年
十
月
再
び
M :
・一一一0
湖
に

出
張
し
採
卵
の
上
此
を
千

一破解

化
場
に

於
い
て
一一W一一容
し
た
が
'
英
の
發
育
經
過
良
一一一一であ
っ
た
の
で

明
治
二
十

七
年

「ヵ
パ
チ
ェ
ッ
ポ

」を
支
笏
洞
に
移
效
す
る
事
に

し

た

。北
海
一一通
随
で
は
支
笏
測

「シ
ー-ー
セ

ツ
ナ

イ

」川
附
近
に
解
化
場

を
設
立
し
'

明
治
二
十
七
年
以
後
三
ヶ
年
に
一=
'

り
同
寒
測
よ
り
發
限

卵
を
輪
入
し
解
化
廿

し
め
て
湖
中
に
放
流
し
た

。明
治
三
十
八
年
北

海
一一通
一一一一一は
之
を
棚
館

（
〇

一一、，orZly

-
-

、

Zl

～

、．s
1一一一一・一一'-一一・a
）と
改
納
し
た

。

一一::一ハの
後
は
産
卵
期
に
は

「シ
リ
セ

ツ
ナ

イ

」河
ロ
に
は
成
熱
布

一が
群

來
す
る
の
で

、
此
の
館
は
成
育
時
に
は
測
中
の
深
み
に
影
を

一， il-め
、

藤
卵
-0-
に
は
放
流
の
河
流
に
畑
師
す
る
も
の
で
あ
る
事
が
確
定
さ
れ

た
と
同
時
に

、
本
養
取
事
業
は
自
給
獨
立
の
域
に

到
速
し
得
る
有
望

な
企
で
あ
る
事
が

一
般
に
認
識
さ
れ
た

。
、

試
験
も
必
要
な
事
と
思
・，-

。

年

度

三
五

三
九

一

四
二

大
正

一

平

均

体

長

平

均

体

重

-llB

獲

数

一

一

一

一

n
一・・一一一
量
・
要

t一一・一一一
-

一一一・'，，

一

1一一o一・
．
:

-

-
0
一一一一

実
一

r

一=
-一

一

一

入

・0
-
:一一一一
一六
・一 L:八一一一・豐一一
一一一'一
」
-
0

一

一

姫

-a
及

紅

:a
の

移

-;ii

姫
一解
は
明
治
二
十
七
年
初
め
て
同
基
湖
よ
り
'
同
測
に
移
--ia
し
て

よ
り
、
亂
独
の
爲
観
前
'の
不
是

、
卵
…

果
萎
縮
症
の
爲
採
卵
不
可
能
に

l
:ーハ
ー

魚
体
一藤
小
と
一a一獲
の'
減
少

支
笏
湖
に
移

一m・
さ
れ
た
姫
解
は
自
産
自
論
の
域
に
達
し
た
の
み
な

ら
・

ず

、
各
地
に
極
那
の
供
給
を
な
し
て
來
た
の
で
あ
る
が

、
近
時
姫

一解
．一一一体の
俊
小
並
に

漁
独
不
况
を
招
致
し
て
來
た
爲
に
紅
一
解
の
移
殖

を
な
し
て

、
同
測
産
加
館
の
放
流
の
一一制
給
を
な
す
に
至
つ
た

。

此
の
．一一一体俊
小
は
-l9
l--
支
物
湖
の
み
な
ら
ず
'
本
測
よ
り
移
殖
を

受
け
た
洞
爺
湖
'
及
十
和
田
測
に

於
い
て
も
此
が
現
象
に

通
遇
し
て

eb
る

。
元
來
冷
水
湖
の
生
産
力
は
温
水
湖
に
比
し
使
少
な
る
事
は
世

人
周
知
の
事
で
あ
る
が
、
加
ふ
る
に
近
時
支
切
測
の
浮
游
生
物
の
發

生
前
類
も
'
往
時
と
M
興

り
動
物
性
の
も
の
は
極
々
稀
で

、
加
館
主
要

解
料
と
認
め
ら
れ
て
來
た
葉
関
類
中
の

」一一一）一、一?
、一一一一一一一M
'（一及
擁
脚
細

中

0faP

、o
、ミ
、s

（f-
・
ミ
ー
'f
o
、、m
s

v
a
r

．

J

-es
oc
f
ls
l

's

の
如
き
は
發
生

僅
少
に
し
て
ほ
と
ん
ど
一
排
o
解

し
て
居
ら
・一「、
本
年
の
如
き
は
五
月
一
初

旬
よ
り
釣
り
始
ま
り
解
料
不
足
の
爲
角
体
俊
小
に

し
て

、ほ
と
ん
ど

解
無
し
で
釣
獲
出
來
る
般
態
で
あ
る

。近
時
に
於
け
一7
，-

。・一m
体
俊
小
は

浮
游
生
物
の
發
生
減
少
に
依
る
も
の
で

'・一m一獲
の
滅
少
の
原
因
は
亂

整
に

起
因
し
此
が
爲
に
は
放
流
尾
數
を
滅
少
し
、

一時
釣
獲
を
禁
止

し
一n
'
体
の
回
復
を
計
り
、
浮
游
生
物
の
發
生
を
動
一

長
す
る
施
設
並
に

捕
獲
数
と
魚
体
の
變
化
を
示
せ
ば
次
表
の
如
し

。

四

-,-

七

一

一〇
ク
一

一

一

一
三

昭
和

四

，

一

一

八
・

″

一一一

一一一・一一一一=:・ _三
g a o; l'・ ・= l.' _

一一一一一・0
一一

一K
一・一一

量
・
量
一一一

一

一一一・0一異・一一
一
置
・一き

陷
り

、
英
後
壓
々

一M一館
．一一一一一館
卵
を
一M一一一一川
一

し
て
之
を
和
つ
て
一eb
る
o

此

を
年
度
別
に
表
示
す
れ
ば
次
の
如
し

。

原

産

地

考

明

治

二

七

年

明

治

二

八

年

明

治

二

九

年

大

正

一
四

年

昭

和

一
年

昭

和

二

年

一
五
〇
・
〇
〇
〇
一a

一
二
七
・
〇
〇（
）一一，

三
七
六
・
〇
〇
（ :
）・一一一

一〇
〇
'
〇
〇
〇
ク

八
C
〇
'
〇
〇
〇
ク

八
〇
〇
・
〇
〇（
）″，

一一一一一・三
七
四
尾

一
〇
二
・
三
七
・一J一″・

三
二
八
・
五
二
一・一一・″・

九
〇
・
〇
〇
〇
ク

六

〇
・
〇
〇
〇
ク

七
八
九
・
一〇
C

）一一，

I
二
七
1
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数 - 十 三 第 年 九 第
し
た
が

、
其
の

:

繁
殖
良
き
爲
更
に
十

一
年
に
移
取
せ
る
も
の
で
あ
る

が

、
現
今
に

於
い
て
は
湖
中
至
る
所
に
見
受
け
ら
れ
特
に
温
泉
附
近

に
多
い
o

大
正
九
年
及
十
年
に
放
流
の
虹
節
は
英
の
後
の
成
長
良
く

現
在
で
は
少
數
な
が
ら
親
魚
-hl-
獲
の
上
採
卵
を
し
て
居
る

。一船
一は
大

正
十
四
年
に
移
殖
し
た
が
共
の

:

繁
一m・
力
大
に
し
て
湖
中
の
温
泉
附
近

千
～

-

一以
川
口

、
及
美
前
方
面
で
多
数
釣
獲
せ
ら
れ
て
居
る

。昭
和
四
年

放
流
の
自
一m一は
千
一一一一一解
化
場
に
て
一一明
育
後
支
物
測
に
放
流
せ
る
も
の

で

、共
の
放
流
尾
數
の
性
少
の
爲
か
昭
和
八
年
に

温
泉
附
近
に

於
て

一一一一一一一釣
整
せ
る
も
英
の
後
の
状
況
は
不
明
で
あ
る

。河
節
は
昭
和
六

年
に
，一一一流
し
た
も
の
だ
が
近
來
時
々

測
中
に

發
見
せ
ら
れ
、
又
釣
整

も
さ
れ
て
居
り

、
解
化
場
横
シ

リ
セ

ツ
ナ

イ

川
に

溯
上
一大
然
解
化
し

て
居
る
一
模
様
で
あ
る

。姚
は
昭
和
十
年
十

一
月
:

放
流
せ
る
も
の
で
来

だ
英
の
成
繊
は
不
明
で
あ
る

。

（十
一
'五
'十
七

）

l
三
〇
1

支
笏
湖
姫
:9
の
採
卵
般
况
捕
獲
魚
の

，一2
は
釣
落
し

今
年
度
支
場
湖
-M
節
の
一mhfi
獲
探
卵
は
十

月
十
五
日
よ
り
開
始
し
'

十

一国
:

-

一
十
四
日
を
以
て
経
了
せ
り

。四
年
前
の
解
化
放
流
尾
數
よ
-

）

見
て
大
体
昨
年
と
同
様
の
成
統
と
一一一一一一一一一一
さ
れ
た
が
預
期
に
反
し
少
な

く

、
-hl-
獲
數
は
雌
五
九
〇
尾

、
雄

一
七
二
二
尾
'
計
二
三

一
二
尾

'

使
用
親
・一一一一数
雌
三
六
六
尾

、
雄
三
四
尾

、
計
四
〇
〇
尾
'
英
探
那
数

四
三
'0
C

）〇粒
な
り

。使
用
親
布

裁
の
割
に

採
那
数
の
少
な

い
の

は
色

一体
俊
小
に

し
て
学
卵
數
少
な
く

、
平
均
一
探
卵
數
は

一
、

一
七
四
粒
な
り
o

近
年
支
一一一一一湖
に

於
け
る
額
館
の
（解
料
と
し
て
の
浮
游
生
物

9

f

は
減
少
し
爲
に
釣
一m一一も
さ
れ
安
く
，一一一一一一一期
一
人

一
日
に
て
數

---
・一一白
の
a一を
'

釣
り
上
げ
る
の
も
一
因
難
な
事
で
は
無
く
、
英
の
釣

3t
:

り
將
さ
れ
一一一一一・ :

m一も
相
営
の
数
に

上
る
事
と
思
は
れ
る

。

姫

明

一一一
今
年
の
採
卵
上
特
に
目
立
つ
た
事
は
英
の
釣
り
ハ

ッ
レ

の

多
か
っ
た
事
で
採
那
當
日

一
寸
見
た
數
で
も
一画
尾
の
中
約
三

十
尾
は
釣
り
ハ
'ッ
レ

の
在

一体
で
上
額

、
下
顎
の

一
部
分
缺
け

て
居
る
も
の

、
目
の
無
い
も
の
等
多
く

、若
し
捕
獲
尾
数
を

l
三

一-



a - 十 重 第 年 九 第

1
三
二
1

嚴
密
に

-9
在
し
た
な
ら
ば

、
捕
推
尾
數
の
半
分
は
釣
獲
の
際
釣
り
落

生
に
依
ス一一・一一一体俊
小
、
亂
整
に
依
る
減
少
等
に

し
て
此
が
爲
に
は
浮

し
た
も
の
と
一一一へる
。

一

游
生
物
の
發
生
助
長
及
釣

整
一一 :

:

-

L

間
題
は
今
後
同
測
の

器
の
繁
一地
'

今
年
の
如
く
姫
館

一．一一一 :体俊
小
並
に

減
少
の
原
因
は
浮
游
生
物
の
發

上
重
要
な
る
事
と
思
ふ

。

〇
北
海
道
確
鱒
孵
化
場
試
驗
成
績
概
報北

海

道

鮭

總
一

解

化

場

●
壁
魚
体
の
大
さ
と
年
一一購
と
の
開
係
に
就
て

（本
場

）

趣
一一:一一
一-
蔵
川
に

於
け
一一0
一一一一の迎
上
末
期
に

於
て
は
布

一体
に
一
者

し

き
大
さ
の
差
異
を
認
む

。一
，，．一
は
年
一一師
の
差
に
一r一一一く
も
の
と
思
考
さ
る

L
を
以
て
之
を
明
か
に

し
'
fJ-
せ
て
回
師
年
數
を
知
る
の
參
考
た
ら

し
め
ん
と
す
o

試
驗
場
所

北
海
適
一一一一一一一解
解
化
場
西
越
-hi-
推
採
卵
場

試
驗
期
日

自
昭
和
十

一
年

一
月
十
三
目

至
同
月
十
五
日

試
驗
方
法

一川hf-
獲
せ

一0:-一一一中銀
毛
E一一と
納
せ
ら
れ
る
も
の
は
之
を

除
き

、
各
組
大
さ
の
も
の
約
三
〇
尾
を
取
り
そ
れ
等
に
つ
き
全
長
と

鱗
相
に

現
れ
た
る
年
齢
と
の
關
係
を
調
・一一n
せ
り

。

●
!la:
表
-an
料
比・Ealttla

（本
場

）

日
的

主
要
一解
料
と
し
て

:

難
肝
臓

、
露
ノ

子

、一W一期一a期粉
'
海
用
肝

臓

、
蟹
鼓
粉

'一一一一一粉
の
六
a一一を使
用
し
一--一
館
一一一一一一 :一の成
長
度
、
歩
留

を
試
驗
し
以
て
一一一一・一一…に
油
営
な
る
解
料
を
決
定
し
、
養
1ll-
事
業
の
參

考
に
一一一一一せ
ん
と
す

。

試
驗
結
果

調
在
の
結
果
判
明
せ
る
同
師
年
数
は
二
'
三
、
四

、

五
年
口
に

し
て
一ハ
年
口
は
之
を
見
ざ
り
き

。
最
も
多
き
は
三
年
11
に

し
て
'
次
で
一， :
，一年
口
、
四
年
目

、
二
年
口
の
順
な
り
o

各
年
齢
に

於

け
る
布

一体
の
大
さ
は
左
表
の
如
く

、
個
体
に
依
り
成
長
に
差
あ
る
を

以
て

、
．-M一体
の
大
さ
よ
り
直
接
年
齢
を
推
断
す
る
を
得
ざ
る
も

、
同

齢
和
・
の
大
さ
の
平
均
做
は
矢
張
り

。大
さ
の
年
齢
に

比
例
す
る
を
示

せ
り
o

五
年
国

（・一一一m一）
一

四
年
日

（Ei
-

-
-

M一）
一

三
年
日

（一
ハ
尾

）
一～

五
三●

四
八

解
料
の
分
量

各
主
要
解
料
を
四
〇
%
と
し
之
に
魚
紛

、
米
藤
'

小
・
M
0
-一粉
各
二
〇
一%
を
混
じ
た
る
混
合
解
料
を
'
一日
の
投
解
量
と
し

て
:一一一一一一一一一一一一体 :一M
の
-
-

3

。，
:

i
:一至
去
究
給
與
せ
り

。

結
果

式
驗
結
果
は
左
表
の
通
り
な
り

。
（岸
田
助
手
糖

一-）

差
一一一一一一M:
一

放

空
一

取

基
一

八 八 八 〇 〇 〇
二 二 二 〇 〇 〇
〇 〇 - 〇 〇尾

一
，ル

四
五
五

四
八
三

七
〇
二

六
五
三

五
二
四

ハ
七
〇

:
-

一一一
五
四
一-f-

五

一
八

二
九
八

ニハ
七

二
九
六

一
五
〇

出一・/
;f
八

一
八
六

一
二

一
六
三 ・t-

一
九
六
-
．
．

l

一平

l
l

均

一

-E

考

- 二 三

'l‘ 七 八 - 五
七 五 二 八 三

%
一

四

益
四
八
・
二
〇

七
〇
・
二
〇

七
九
・
六
三

六
三
・
九
〇

八

一・
七
七

- - - - 二 二
・ ・ ・ ・ ・ ・
八 三 四 九 三 五

〇〇 l_〇五  八_三相
三 二 二 0 - -・ ・ ・ ・ ・ ・
二 二 八 八 〇 〇
五 五 五 〇 四 四
〇 0 〇 〇 三 一 Ji0 〇 〇 三 一五

●
千
歳
川
産
-a
の
-a
卵
教
に
就
て

（本
場

）

目
的

過
去
數
年
間
の
本
場
及
び
各
支
場
に

於
け
る
観
館
の
平
均

採
那
數
を
見
る
に

、
獨
り
本
場
の
み

三
'〇
〇
〇
粒
以
上
と
云
ふ
好

成
横
を
示
せ
る
が

、
～:
は
單
な
る
探
卵
技
術
の
一一'一細に
依
る
よ
り
も

事
ろ
資
際
に
千
一一一以
川
産
館
の
学
那
較
大
な
る
爲
に

非
・

ず
や
と
思
考
さ

る

。依
て
千
競
川
産
聽
の
平
均
一一一一r卵
數
は
果
し
て
三
千
粒
を
越
ゆ
る

や

'
又
他
地
産
に
比
し
一一一一卵
数
大
な
る
や
否
や
を
確
む
る
爲
本
試
驗

を
施
行
せ
り

。

試
驗
期
日

自
昭
和
十
年
九
月
十
二
日
至
十
月
二
十

一
日

方
法

本
場
来
熱
観
魚
帶
養
池
に
一一一商
養
中
発
死
せ
る
来
熟
能
一二
〇

l
三
三

-



尾
に
つ
き
左
右
卵
基
別
に
そ
の
卵
子
の
責
數
を
数
へ
た
り

。

結
果

調
在
の
結
果
は
左
表
の
如
く
平
均
学
數

三
、八
二
二
粒
に

し
て
本
場
平
:

均

採
卵
數
三
千
粒
以
上
の
誤
算
に
非
ざ
る
こ
と
を
示
め

せ
り

。又
之
を
西
別
-f
に
比
較
せ
ば
平
均

一
千
粒
以
上
那
數
の
多
き

を
見
る
o

最
多

（粒
）一
平
均

（粒
）一一
最
少

（粒
）

一一一一
、三
ハ
二

三

、八
二
二
一
一
、九

三

、六
〇
二

二

、七
二
〇
一
一
、一
一

六
九
一

七

一一
半
．u1
技
師

、難
:!n
人

l

工
一番
要
a
ょ
-・

次
に
，・
…一一．試
．一川一凡
て

，一一・用一一果に
於
け
る
那
數
は
右
一m
m一一に
於
け
る
卵

數
よ
り
も
多
し

、--P
ち
最
も
大
な
る
差
は

一
、五
五
〇
粒
に

し
て
'
最

I
三
四

-

小
は
四
九
粒

、平
均
三
二
〇
粒
の
差
あ
る
を
認
め
た
り
o

（解
業
助
解

）

●
銀
毛
一
屋
卵
第
化
的
青
試
驗

（本
場

）

目
的

千
歳
川

一一一漁期
の
経
り
に

遡
上
す
る
一一一一一一一一一一中
に
於
て
銀
毛

と
納
し
、
英
体
色
-i9
自
を
呈
し
成
熟
せ
る
に
:

例
ら
ず
産
卵
期
の
形
態

一Mt一化
を
認
め
ざ
る
も
の
を
混
・

ず

。依
て
英
の
性
質
の

一
端
を
知
ら
ん

が
爲
特
に
那
及
解
出
一一1一一一 :一一に就
き
試
驗
せ
む
と
す

。

試
驗
期
間

昭
和
船
年
二
月
五
日

-
六
月
十

一
日

。

試
驗
卵
及
び
英
成
統
次
の
如
し

。

（一
）
銀
毛
卵

平
均
卵
經
'・一:-一M一一一'
卵
色
赤
味
少
く
略
・一一淡
資
色

に
し
て
多
少
1fi-
色
を
--rl-一す
。
（二
）
通
常

:

-
:
-一卵
、
平
均
那
經
七
耗
-

卵
色
一一i一味多
く
帶
紅
:一-i-
色
を
呈
し
概
し
て
明
一調
な
り

。

結
論

（一
）
銀
毛
陸
卵
は
通
常

:

難
卵
に

比
し
卵
徑
小
に
し
て
卵

（二
）銀
毛
卵
よ
り
解
出
せ
る
推
色一は
其
卵
と
全
様
通
常
卵
よ
り
の

色
薄
く
'
略
々
淡
資
色
を
呈
し
、
解
化

一一阿
育
中
の
成
載
和
-

劣
る

。
一

稚
角
に
比
し
小
形
に
し
て
浮
游
期
に

至
る
迄
の
一一 l

l一a
、多
し

。（三
）發

．限
期
日
一m一化
期
日
に

就
て
は
略
差
異
な
く
一一一一一一一S'
の
体
形
'
体
色
'
班

絞
等
も
又
大
差
な
し

。

（佐
野
技
手
指
9

）

●
千
蔵
川
産
-i-
稚
魚
の
各
種
解
對
面
育
試
驗

（本
場

）

目
的

節
一一一一・一一M一一一明
育
に
摘
一一一一s一な
る
解
料
を
見
出
し
'
特
に
不
適
當

な
解
料
投
興
に

依
る
一一一一一一 :

u一時
代
の
一発
死
を
防
止
せ
ん
と
す

。

方
法

解
出
後
百
五
十
四
目

乃
至
百
八
十
四
日
の
館
-Ff-
布

、五
千
尾

を
一一一ル一一一一に
分
ち
、
ァ
ト
キ

ン
ス

解
化
抽
中
に
ィ
J

一一一-育
し
各
辞
に

左
の

解
料
を
投
興
す

。第
一
、
二
、
三
'

四
辞
に

は
標
準
解
料
一一一、姐
及

小
麥
粉
を
共
通
に

興
へ
、
英
の
他
第

一一排
粉
来
::
比

一 :一…--一一一一一
、
第
二
群

米
観
十

%
、
第
一一一一一一一一:-
一
M
i

1lf
臓
十
%
、
第
四

一 :---一粉
，・一一-一一布
五
%
、
館一-rT

臓
十

%
、
第
五
排
鱗
-lla
の
み
を
投
興
す

。

各
相

一
分
間
の
水
a
-・一一一， :期
'
十
五
リ
ッ
ト
ル

。

期
間

自
昭
和
-
年
四
月
十
口
至
七
月

一
目

八
十

一
日
間
o

期
開
中
の
平
:

均
水
温
八
度
五

。

器

過

開
始
後
二
十
日
一明
よ
り
各
排
発
'

死
a
埼
加
し
、
五
十
目
前

後
に
於
て
最
高
に
注
し
た
り
o

結
果

試
驗
:
-

i
m
-一一次
表
の
如
し

。

第

一
群
一
第

一二
f
一
第

三

一ni
一・a国
一-一
第

器

歩
留
率

成
長
率

一a:
一因
率

一一一・六一八・六
六
三
・
一

f

」
一

‘-t

八
・
八

二

一・
六

八

一・
五

一o
．
-
'一一一-国一一一

一八
・
三

二

一・
三

五
七
・
八

八
・一一一・四

右
表
に
見
る
如
く
'

一
般
に
歩
留
と
一增
肉

、
成
長
と
は
比
例
せ
ず

依
つ
て
同

一
解
料
に
依
る
長
期
間
-E
育
を

．避
け
米
離

、一一-i
lllF
臓
等
の

一一一一一．留
良
好
な
る
部
料
と
成
長

、一增
肉
に

有
効
な
る
館
-l

，
a
を
通

一=一に
配

合
し
面
育
す
れ
ば
良
好
な
る
結
果
を
得
る
も
の
と
u
心

一一一一一す
。

（ :一ルー
一一一一一一 :

0一手
、
升
E
助

手
描
一一-）

●
支
筋
湖
姫
鐵
魚
獲
高
調
査

（本
場
支
物
湖
事
一一一一一場
）

趣

一一u
解
化
放
流
數
と
十
年
度
一一一一一一一一一一高
と
の
開
係
を
明
か
な
ら
し

む
る
爲
本
一調
益一を
施
行
せ
--

，。'

漁
期

一般
一
遊
・

漁
一一一 :lfの
釣
獲
は
一・一 ::'
月
二
十
七
日
よ
り
始
り
、

六
月

中
大
漁
に

し
て
七
月
以
降
は
釣
獲
者
減
じ
、
十
月
十
日
よ
り
解
化
事

業
の
爲
禁
止
せ
り

。解
化
事
業
の
一一一一一同事
業
場
に

於
て
親
布

一を
抽
一一mM

せ
る
は
十
月
十
日
よ
り
十

一
月
十

五
-
迄
の
間
に

し
て
以
上
を
通
じ

漁
獲
期
間
は
約
五
ケ

月
な
り

。I
三
五
-



報 基 ll tlla - 十 三 第 年 九 第
漁
獲
高

漁
確
高
は

一
般
遊
漁
者
に
依
る
釣
整
数
十
三
万
百
二
尾

解
化
事
業
の
一一9
-

一m
l

一一一一

-
lhli
獲
せ
る
も
の
三
千
六
百
十
尾

、
合
計
十
三
万
三
千

七
百
十
二
尾
な
り

。

今
四
．-一 :1・
．
-一一發生
の
年
に

當
る
昭
和
六
年
度
の
放
流
數
を
見
る
に
八

+
六
万
五
千
八
面
四
十
一．n一尾
に
し
て
'
之
に

對
す
る
-fa
獲
率
を
算
出

す
れ
ば
約

一
五
●

四
%
な
れ
ど
も

、
一
般

遊
漁
者
中
に
は
釣
獲
尾
數

を
調
在
'

用
紙
に
記
入
せ
ざ
る
も
の
も
相
営
の
数
に
上
る
を
以
て

、
責

'

際
の
漁
推
率
は
更
に

大
と
な
る
ぺ
し
o

（岸
m :

動
手
一na一 :

m

）

●
国
後
島
産
姫
解
調
査

（関
後
支
場

）

趣
旨

国
後
島
一…a
-

一
那
に

は
古
〈
よ
り
姫
-la
と
一構
す
る

一
見
ワ
ヵ
サ

ギ
に
酷
似
す
る
・一一…識
を
産
す

。本
極
は
果
し
て
ヮ
力

サ

ギ
な
る
や
否

や
を
確
む
る
爲
本
調
益一を
施
行
せ
り

。

a一体
の
記
-a-
体
一一一一一長
し
て
側
一 :加
す

。一頭
部
小
e

限
は
一相
々
大
に

し
て
前
方
に

位
す
o
一n
:

裂
中
--lf
に

し
て
斜
め
な
り

。上
顎
骨
の
後
端

は
限
の
後
方
に
進
せ
・
f

。一一一:' :
船
は
二
一n一あり
、
前
始-
は
一一用
ん
ど
体
の

中
央
に
あ
り

、
後
始
は
脂
始
に
し
て
小

。度
時
は
-fl-
位

に

し
て

そ

の
始
部
は
瑞=
ん
ど
第

一背
時
の
始
部
と
相
對
す

。特
始
，は
脂
的
と
相

對
す

。
尾
時
の
分
又
大
な
り

。一国
は
丈
西
般

。体
色
は
一一一一 :

:
:

部
淡
蒼
黑

〇
北
海
道
:

9一一a
E一化
場
の
移
轉

北
海
這
難一館
解
11
場
は
昭
和
九
年
七
月
一型
被

さ
れ
て

'
千
浅
解
化

場
を
之
に
充
営
し
て
'
一
方
札
幌
-l-
外
中
ノ

島
に
新
廳
合
を
建
築
し

將
來
此
:一一一に移
轉
す
る
計
--lf
の
と
～:
ろ
此
度
愈
・一一竣
工
し
た
の
で

、

去
る
十

二
月
二
・r
一日
よ
--

'移
轉
し
事
務
を
開
始
し
た
o

内
容
を
充

賀
す
る
に

一一n-
1

一一一，後
相

営
期
間
を
要
す
る
だ
ら
う
が

'一一一一一に
角
本
適
一一 i-

一m一一一一一一一一の
資
源
一解
:

養
と
内
水
增
殖
の
指
導
に
開
す
る
続
制
本
部
が
確

立
さ
れ
た
一1
J

と
は
一一一一a一一一に
施
一へ
な
い

。

今
回
竣
工
せ
る
本
場
の
工
-ll-
は
約
六
:

萬
国
で
あ
つ
て
共
の
内
容
を

概
記
す
れ
ば
次
の
通
で
あ
る

。

場
用
地

本

館

附
期
家

解
化
室
英
他

渡
廊
下

約
五
〇

、〇
〇
〇
坪

階
下

七
六
坪

階
上

七
一
坪
五

一〇
外
八
二

四
九
一坪
五
五
坪

l
三

一K
l

色
を
一 ::一一一し
腹
部
自
色
な
り

。体
側
に
は

一
條
の
太
き
蒼
一
黑
色
縦
一
蒂
あ

ll
，。鱗
は
1l;-
離
し
易
く

、
側
線
上
に

五
八
個
内
外
あ
り

。

一使
体
各
部
の
測
定
結
果
は
左
表
の
如
く

、
之
よ
り
考
察
す
る
に
國

後
島
東
一一一の姫一aが
ヮ
ヵ
サ

ギ
な
る
一1
，．一と
は
一始
ん
ど
疑
ふ
ぺ
か
ら
ざ

る
も
の
と
思
考
す
o

（一果
国

技
手
-la
営

）

一金
長

（-=
）
一

長

一a
::
:

能
一
般

一
一・
八
-
八
・
一
五
・
五
一
六
・一一一一
四

七
一
八

-
一C
一

一三
-
一八

X

X

X

X

X

X

X

X

x

x

x

x四
三
一
坪
九
八

二
七
坏
五

一
六
〇
坪

一
二
坪

五
五
坪

一一一n一．輝
・

七

六
〇
〇
坪

約
三
、〇
〇
〇
坪

外
に
解
化
用
水
は
地
下

一八
（-
'
） :-:-
一
の
--lS
水
を
整
井
に
よ
り
'
三
一馬

力
電
氣
モ
ー

タ
ー

（自
働
ス
キ
ッ
チ
附

）及
ヤ
ン
マ
1
發
動
機
を
給

水
邨

一Eに
連
結
し
て
使
用
し
、
賽
e一池
用
水
は
補
:

-
-一一川
よ
り
給
水
す

る

。又
唆
場
は
高
砂
三
0
〇
型
s
1
三
〇
六
低
'

雄
'

泰
汽
離
を
以
て
す

る
o場

員
は
當
分
の
間
は
場
長
外
十

名
で
あ
つ
て
主
と
し
て
事
務
開
係

者
で
あ
る

。

l
三
七
-



I
三
一八
1

〇
北
海
一一連
一E一一f
解
化
場
採
卵
成
積

・

◆
一E一一
採

卵

成

鑽

（一 :

一一一--十
一年
九
月
重
十

一
年
十

二
月
未
了

）

': i tili

獲

数

（-li-
）

一

l

一

二
〇
・一一

l l
8 l

l_ 1, i
計

一

組
-

魚

一

数

（1lii
）
採

卵

数

（粒
）

摘

要

l

、三
四
・f一

一
、八
七
九

三

、ハ
八

一

国

、七
二
九

一
、一
ハ
九

五
九

一一
三

七
八

四

、九
〇
四

七 三 -
六 三 八

一
、八
五

一
三

、一
八一 五 九 ハ 九

五

、八
五
八

一
、八
七
五

三

、二
三
六

国

、八
四
五

三

、九
四
三

一
、九
三
二

八

一
一

二

一
〇

三

、三
一
八

一四
四

三
四
九

国

一
五

一
、七
五
四

-
一
、八
七
三

一
二

、〇
ハ

三

、二
二

五

、一
一
五 四 七

八

、五
二
ハ

八

、ハ
七

三

、一
〇

一
、四
〇

ii
八
八 二 - 二

八
'

-
三

一
、九
七
二

一一一一一一

一
、一
〇
八

五
:l1l;l

二

、四
一

五
四
八 - 九二
〇
三

一
四
六

一
、三
一
九

ハ
八

一
、一八
三

、ハ
〇

三

，、〇
五
_四 _:'t,_四 _五_三_

三 - 三 - - - 四、 - 、 、 、 、 、 、- 二 = 五 〇 六 六 五 - 七
七 〇 二 七 五 六 〇 - 六 六
三 二 二 九 〇 五 七 七 〇 七

八
八

七
四
六
一

一
、ハ
九
五
一

一一
、一五
二
一

一五
三

二

一一一八
六
二
五

国

、三
一三

、

、

一

三

〇
八
二

五
〇
〇
一

二

、五
六
〇
、〇
〇
〇

三

、八
五
〇

、〇
〇
〇
一

四

、三
八
五

、〇
〇
〇
一

九

、〇
三
七

、五
〇
〇
一

二

、:;・-ハ
国

、〇
〇
〇
一一

一
、三
〇
七

、五
〇
〇
・一

ハ
ハ

〇

、〇
〇
〇
一

七

、一二
五

、〇
〇
〇
一

国
二
〇

、〇
〇
〇
一

七
〇
七

、五
〇
〇
一

一
、八
八
七

、一一一〇
〇

国

、:
-
五

、〇
〇
〇
一

一一f一、二
〇
〇

、〇
〇
〇

十
二

:

月-
二
十

四
日
搭
了

十
二
:

N一二
十

三
日
終
了

十

二
月
十
五
日

一a了

十
二
月
十

七
日
終
了

十

二
月
二
十

七
日

一一一，了

十

二
月
二
十
五
日
終
了

十
二
月
三
十

一日
終
了

十

二
月
五
日
総
了

一一
、九
五

二

、五
国

国

、九
三

三

、三
五

八

、八
九

四

、-一四〇 _ 五 :九 _ _Q _ 三  二l1l国

九

、七
九

一

二

、九
八

一

六

、五
二

一

三
四
六

二

、ハ
三
二

一五
、〇
七
二
一

一〇
、九
一
二
一

一-
九
八

:

一
、〇
七
〇

一

ハ

、四
一
ハ
一

八

、九
一
二

i

八
八
三
一

七
一f一四

八

、三
二
〇
一

一
一
、五
八
三

八

、大
九
〇

=
一〇
、六
五
八

五
四
・一一一

・

K
ハ
七

一

五

、二
〇
四
一

三

、八
〇
七

一

一
三

、八
・一一五一
一
七

、三
五
五

一

三

、二
一
〇
一

二

、九
二
八

l

八
五
七
．

一
、一四
一

-
国

五
一

五

、五
一一三

一一
、四
五
四
．

l

九
六
ハ
一

一a
、九
九

一

二
三

、九
ハ
七

一
五

、八
五
二
一

一
、六
'ハ
八
一

l

五

、三
三
七

一
、ハ
三
七

一九
、九
〇
三

二
一一一、三
四
八

一
、二
一

九

、〇
一

三

一
、二
五

ハー

、一
三

六八 〇 -

ハ
二
四
一

五

、三
国

七
一

ハ

ヨi.

七
'八
〇
八 九

一
、九
九
八

一
、二
八
三

一
三

、一
五
五

国 二 九 四 五 国 三 四 三 三 三 二 七、 、 、 、 一、 、 、 、 、 l 、 、 、- 国 六 ハ 七 - 四 =:. ハ 八 七 五 五 八 - 五 五 国 六
国 七 六 ハ 八 九 三 九 ハ 三 七 - 三 三 〇 五 八 〇 九_六 :九 二 七 八 七 〇 - 二 五 三 二 - 二 ハ 二 二 - 二

二 - 六 - 二 - - 三 二 - 二 二

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、一 二 国 五 四 七 - - ハ 国 三 三 八 三 八 二 - 九 七
九 国 五 国 〇 三 国 国 五 〇 二 三 lii 九 五 〇 四 九 国
七 二 二 三 二 国 二 二 四 九 八 四 三 ハ 五 六 セ 八 九

五

、七
七

一a
、〇
〇
〇
一一
離

七

、七
七
七

、五
〇
〇

一
、四
二
〇

、〇
〇
〇

七

、二
九
七

、一f一〇
〇

八

、ハ
二
〇

、〇
〇
〇
一

〇

、九
〇
〇

、〇
〇
〇
一

一
、一一
五

、〇
〇
〇

十
二
月
二
十
四
日
終
了

十

二
月
二
十

五
日
終
了

九

、四
〇
〇
、

:lb - 五 〇 〇 - 四 - 二、 、 、 、 、 、 、 、 、
二 九 六 四 四 〇 0 二 八 二
七 五 二 三 七 九 九 八 八 二
二 ハ 二 〇 五 大 ii 七 〇 二、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
i t  〇 0 〇 〇 〇 〇 五 〇 五 〇
〇 〇 〇 0 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 -〇 〇 〇 〇 〇 l 〇 _

十
二
月
二
十
五
日
終
了

十

二
:

n
十
大
日
終
了

十
二
月
二
†
三
日
終
了

十

二
月
十

六
日
終
了

十

二
月
十

五
一H
終
了

十

二

・l十
一日
終
了

十
二
月
二
十
六
日
-B
了

十
二
月
・一一一日
終
了

十

一
月
三
十
日
終
了

十
二
月
二
十

一日
終
了

I
三
一一一-



at - 十 三 第 年 九 第
ll 天 :;le IEl1‘ 千

別 a 太 別 践

一
、二
・一一一一

八

五
六

八

、二
五

一
三
九
・一一

七

、六
三
〇

一

二

、六
四
四
一

一八
、三
〇
八

一
、一八
五

七

、一
八

〇
．

七
八

八 - 〇 二 :lt :lt,、 、 、 、 、 、
八 五 - 七 (一、 〇 五 大 四 八
三 六 九 六 六 〇 二 - 八 セ ,- 三 二 〇 四 九 -L:- 七 〇 - 七

二

二 五 三
九 三 三
四 国 〇

- 三 二 - 二 11l-、 - - 二、 、 、 、 、 、 、 、 、
六 二 三 = 七 五 三 'l、. i i 八 四 七 二'し 八 〇 ハ 七 二 〇 - 二 八 :r、二 - 八

:lt_三 _ 二 -1i'、 二 _四 四 _ _-_七 _ 二_i_ =. 五 六 八

、 、 一
二 三 二 =
九 九 四 二 大
四 九 二 〇 二

三
三

一
一三
二
三
三

五
〇
五

一
、〇
三

六

;11 l 整

- 三 二 二 - 二
四 - ハ 三 二 二 - 三 - 四 六 - 二
? ,、 、 、 (i 、 、 、 、 、 - 、' _ i. 五 五 五 八 四 九 八 五 八 四 〇 七- 八 五 〇 八 二 四 :lt, 二 三 三 二 三 0 五 二
〇 四  九 -〇 四 五_ 八 二 八  三 八 _ 四 _ 二 1111:_ 九

六

一

五

、二
五

七

一
九 〇 八

九
五

四
三
三

国

七
五

一
、一一一〇四
二

、三
三
〇

五 八 - 八 - 三 - 八 二
九 = - 一、 - 、 二 = _l:

- 七 - 七 - 四 五 _ 七

七 八 〇 三 - - 九 〇 二 - 八 三 四
1ll i 七 _ 五 二 _ 八_ _七 八 l 五 - _六 :1'、_ 六 九

三
四
九

四
三
七

因
国
四

四

、二
四
六

二
〇
四

二

、六
九
〇

三
七
八
一

二
三

二

、〇
八

二
四

六 四 -
四 二_' _ 、=- 七 七 - - 七 八 二 - ;ltl -
三 - 七 - 四 - 二 - 二 二 八 -
_ 六  l 八 -_六 三 八  九 三 _ 〇 九  三 六

四
二
七

、五
〇
〇
一一

三

、七
四
七

、五
〇
〇
一

三
六
七

、五
〇
〇

五
四
〇

、〇
〇
〇
一

三
〇

、〇
〇
〇

四

、三
三
〇

、〇
〇
〇
一

一
二

、五
六
二

、五
〇
〇

六
一一〇
、〇
〇
〇
一

一
、六
九
五

、〇
〇
〇
一

五

、三
一
〇

、〇
〇
〇

:一

二

、〇
一〇
、〇
C
〇
一

」

一
四

、六
〇
四

、〇
〇
〇
一一

一
、〇
〇
八

、〇
〇
〇
一

一
、八
〇
〇

、〇
〇
〇

一
、二
五
〇

、〇
〇
〇
一

一二
、三
七
八

、〇
〇
〇
一一

六
〇
三

、〇
〇
〇
一

一

、、

、

一

，五
五
三

〇
〇
〇
，

l
国

一
-

、 _
二 ニ - 二
三 八 三 三 二
七 三 二 四 四

五 -

二 二 七 セ
五 三 八 八 五

一

七
二

、五
〇
〇

、

、

一

五
六
二

五
〇
〇
1一

三
三
七

五
〇
〇
一

七

一三
、〇
〇
〇
一

、

、

1

九
九
五

〇
〇
〇

o
r

一

3

操

摘

要

◆
館

採

1lla
成

被

（自
十

一一一一・六
・-十
五
日
至
十

一
．
-
-一・十
J-
三
十

一
日
終

「）

一
九
七

、二
七
九

三
六
五

、〇
六

一

一

年 ll 老

前 日 日

一
、三
一f一
二
一

二

、二
七

一
五
六
〇
一

八

、七
・

K
七
一

一
、三
〇
二
一

国

、九
三
〇

五

、〇
四
八

一
、九
一
九
一

一

二
一a
九

、二
〇
四

一

一
大

七

、七
八
二
一

一
、四
一三

四

、一二
一

一
、四
七
四

一
四

、ハ
九

一

一
、九
八

一

八

、-
四
五

七

、〇
八
四

二

、二
一
三

二

一
八

、二
〇
一 :-

二

、七
ハ
五

一一
、一一 :

九
二

二

、〇
三
四

一一一一一
、四
五
八

三

、二
八
三

一
二

、九
七
一f一

一
二

、一
三
二

四

'一四
一

三
七
七

、四
〇
四

八

、一九
〇

l

、二
一一四

四

、三
三
f
-

四

、二
五
三

一
、四
八
九

一
一
八

、一
八

一

一
一
九

、六
一一一四

四
ン'、

一
、-
ハ
六

一
、七
一K
六

六
三

一一
ハ
八
三

二
七
四

:

四

、四
九
三

一

:
ハ
四
五

四

、二
三
二

一

二

、八
一
四

一
、二
九
七
一

六
二

、二
一
六

二
七

ハ
五

、五
九
四

二
八

三

、〇
一五
、〇
〇
〇
一

四

、一一〇
、〇
〇
〇
一

一
、〇
七
五

、〇
〇
〇

七

、一〇
五

、〇
〇
〇
一

二

、五
九
〇

、C
〇
〇

l

〇

、四
七
〇

、〇
〇
〇
一

九
'二
・一一七、五
〇
〇
一

三

、一
五
〇

、〇
〇
〇
一

四

、一
〇
〇

、五
〇
〇
一

一
、五
一
八

、三
〇
〇
一

十
二
月
未
日
現
在

十
二
j-
二
十

日
終
了

十

一
月
三
十
日
終
了

十

二
H一十
日
終
了

十

二
月
八
日
終
了

十
二
:

月
十
日
総
了

十

二

，
l-
七
日
終
了

l
四
〇
-



l
国

二
-

二

、一
五

l

、九
九

七
三

、〇
三

七
三

、--

九
五

、三
八

:lt, 〇 大 八 四

三

、八
六
六

六

、八
一一一ハ

一
〇
八

、五
国
五

九

一
、九
〇
'

-

1

一二
九

、五
二
五

六

、〇
二
〇

八

、八
九
四

一八
一
、五
八

一

一
六
五

、一
一
三

二
一一四
、九
一
四

国 国 五
六 - -

、五
七
八
一

五
一
-

二

、〇
四
〇

、〇
〇
〇

一

一

八

八
七
一

一
、五
六
八

二

、七
九
〇
、〇
〇
〇
一

一
七
七
一

-
一
、五
七
六
一

八

一
、三
国
六
'五
〇
〇

、八
一五
一

一七
、

-
五
九

、九
八
七

、〇
〇
〇
一

一

四
〇
五

二
〇

、五
四
五

六
五

、三
一
四

、七
〇
〇

一

紋
別
一一一一一解養
一m・
水

「用
組
合
技
手
と
し
て
誌
-li-
せ
ら
れ
た
る
氏
は

、

昨
年
九
月
下
句
よ
1l

）發
-9
し
経
に
十

:

月
'

二
十
二
日
永
限
せ
ら
れ
た
る

は
定
に

一 :-一一怖
の
極
み
で
あ
る

。氏
は
少
年
時
代
に

千
一一一一一解 :

化
場
に

動

め
後
西
別
解
化
場
に

轉
動
せ
ら
一， :-
，・・
時
に

は

、
北
海
適

」
-E
技
手
に
集

進
し
拓
加
計
n一に依
る
最

:

初

の
解
化
事
一一v: l一の
實
施
に
開
興
さ
れ
た

。

官
界
を
一一一一一一し
て
後
は

一一m :

提
得

一代別
の
．
-
-

i一一価
一能一一:1一一場
'
根
一一一一一水
産
細
合

の
奔
別
解
出1
場
'
紋
別
水
産
組
合
の
湖
別
解
化
場
の

製
n
と
經
醫
に

開
係
さ
れ
て
貢
獻
す
る
産
一-lln
る
大
で
あ
つ
た
事
は
業
界
の
等
し
く
之

を
認
む
る
と
～:
ろ
で
あ
る

。近
年
は
本
會
一細
輯
事
務
崛
;--:
と
し
て
會

報
の
發
行
に
盡
力
さ
れ
た
こ
と
は
一f
r

人
の
感
一那
措
く
能
は
ざ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
o

然
も

一一 :-一は
一家業
の
繁
忙
要
に
よ
く
～:
の
劇
務
・一一一一一處
理
し

て
確
む
と
～:
ろ
な
く
時
に
は
-lf
心
の
一一一一一業
を
指
い
て
も
'
孵
化
事
業

開
係
の
仕
事
の
世
話
を
燒
い
た
こ
と
は
責
に
單
な
る
義
理
や
利
審
で

價
を
博
す
る
に

至
つ
た

。

は
出
來
．9
-

，J
、．-J

で
あ
っ
て
衆
人
の
信
頼
を
得
た
以
所
で
あ
る

。

一

一獲
に
本

業
ょ
り
小
池
仁
郎
氏
'
谷
茂
，l-

氏
を
興

一一一）今
や
山
本
氏

氏
は
如
上
の
貢
獣
を
業
界
に
爲
し
た
ば
か
り
で
は
な
く

、
解
化
器

の
長
逆
に

遇
〇
秋
風
一洛
漢
の
感
が
深
い

。同
時
に
体
大
な
り
し
故
人

製
作
に
は
獨
特
の
手
腕
を
發
部
し
本
通
律
太
は
勿
論
、
内
地
各
方
面

の
選
業
を
大
成
す
る
べ
く
若
人
請
氏
の
發
-f-
努
力
を
念
じ
て
已
ま
な

よ
り
朝
鮮
に
及
び
述
く
は
西
比
利
一一一一理に
迄
山
本
工
作
所
の
製
品
が
難

い
次
第
で
あ
る

。

1

．．
・
．．．．、・・-・
，、-・‘・・:
・
‘・・・
、1・・・
．
:
・
、1・-・1
、・・・
、'・・・・
、・・
、/・・・「・-・
、1・・1
、・・
、・・・・
‘・・・
、，・・・1
、・・
、・・

数 - 十 三 第 年 九 第

會

報

〇
臨
時
役
員
會
記
事

+
一
年
六
月
二
十
八
日
開
催
の
本
會
約
會
に

於
て
决
議
な
り
た
る

本
會
の
組
織
改
一普
に
關
す
る
委
--
會
は
役
員
を
以
て
成
る
も
の
に
し

て
'
第

一
回
の
委
a
會
は
去
る
十

一・-1三
1
日
中
ノ

職
に
新
設
の
北

海
適
一一-
i

一n
議
一化
場
に

於
て
開
催
し
、
左
記
事
項
に
付
協
議
せ
り

。

（一
）
報
告
事
項

昭
和
十

一
年
十

一
月
末
日
現
在
に
於
け
る
事
務
報
告

（二
）
協
一一一a
事
項

第

一
號

本
會
組
截
改
書
に
關
す
る
件

第
二
號

協
議
の
結
果
先
本
會
の
基
確
の

一，一化
を
圖
る
．の
繁
要

を
認
め
、
英
第

一方
法
と
し
て
集n
金
の
造
成
を
爲
す

～:
と

、
第
二
方
法
と
し
て
收
益
を
期
す
る
事
業
を
施

行
す
る
～:
と
-
・
-

し
此
趣
一一一目
に
よ
り
て
異
体
築
を
練
る

～:
と
に
決
せ
り

。

會
長
選
定
に
開
す
る
件

協
議
の
結
果
左
記
三
名
を
詮
術
委
員
に
舉
げ
適
任
者

を
物
色
す
る

一c
と
に

決
せ
り
o

稻
垣

一配一一一一一（根
室

）

-
国
三
-



太
国
半
三
郎
-9
（遊
樂
部

）

八
木
澤

:

繁
次
君
（一擇
捉

）

第
三
號

北
海
道
一一一一一一一器
一化
場
移
聽
:一一賀 :-'M
記
念
事
業
に
開
す

る
件
協
議
の
結
果
前
記
一一一一直
に
於
て
理
事
者
と
打
合
せ
具

体
案
を
作
る
こ
と
に

決
せ
り
o

．

一建
議
案

中
部
千
島
開
放
に
開
す
る
件

（八
木
澤
理
事
提
出

）

．

協
議
の
結
果
滿
場

一一一一一一一一E- :同
に

請
願
す
る
～:
と
に
决

せ
り
o

〇
會

員

消

息

△
新
入
〈
-
M
:
:

a

長
谷
-J
清
吉

細
-
那

一都
定
町

・

高

一一一 :1t一一一m-
一

飛

脇
，秀
政

島

山

恒

義

竹
本
鉄
五
郎

国
村
金
太
郎

高
一
翻

新

一

全全根
室
那
根
室
町
月
ヶ
丘

囲
後
那
泊
村
大
字
秩
苅
別
村

全全

水
産
界
に
活
離
さ
れ
た
氏
は

、
速
て
病
一
氣
の
産
築
石
効

な
く
去
る

一
月
五
日
永
限
せ
ら
る

。裏
博
，に
堪
へ
・
ず

。本
會
よ
b
一川一電
を
發
せ

山

本

末

吉

山

本

智

永

洞

責

南

出

岩

吉

石

国

露

松

河

村

;---
難

l
因
四
-

國
後
那
泊
村
大
字
一…一一一一一一一村

札
幌
市
北
三
條
東
六
T
目

根
一一一r一町
梅
ヶ

投
町

一增
毛
町
同
分
村

全山
n
縣
防
一
府
市
野
島

病
:一一一'，-一一一を
以
て
昭
和
十

一
年
十
:

=
-
'

二
十

二
日
午
前
九
時
六
分
逆
去
せ

ら
る

。真
博
に
堪
へ
一-l:

。本
一0:
ょ
-

）一一一一電
'

一川一一一一一一を發
し
且
一否
華
を

手
向
け
た
り

。

本
會
・一一?

:
:一にし

て
前
北
海
適
水
産
試
驗
場
長
と
し
て

、
永
年
本
道

一

り

。

a - 十 三 第 年 :lt, 第

會

告

〇
會
費
領
收
報
告

（二
和
・一W- :
u
-

一
月
二
十
日
進

）

△
十

一年
度
分

渡
邊
定
吉
、
野

":良
雄

、
-f-
都
機

一
'
長
谷
川
清
吉
、
飛
嶋
秀

政

、
河
村
武
雄

、
岡
田
使
M

'
谷

一 ::連
三
、
櫻
:
-
:
-
:

-

:
本
．

博

、一一一一一 :一一一功

佐
野
談
三
、
江
口
弘
、
中
村
永

一
、
高
木
爲
吉
、
品
川
金
次
郎

石
井
久
治
'
-i;-
民
治

、
精
山
光
治

、
新
・一一要
一一ハ
郎

、
八
木
澤
一量
家

自
井
義
雄

、
部
山
茂
利
雄

、
適
上
永
吉

、
柴
田
幸

一
郎
'
小
田

部
最

一
、
總
田
廣
、
村
元
藤
作

、
小
田
部
敬
止

、
演
畑
正
男

，

程
”費
谷
成
城

、
鈴
木
一一一一一一、
小
林

一数司
、
乾
文
芳
、
山
屋
直
次

秋
葉
一力
次
郎
、:
-
:

-

．桐正
吉
、
山
本
智
'
會
国
庄
-

蔵

、
野
ロ
正
樹

一
極
本
仁
太
郎
，
・-;li
E
1

-
M一明
、
毛
利
八
一自-
蔵
'
内
-fj-
重
左
エ
門

、

菊
地
nu
明

、
奥
村
清

、
幸
内
愼
次
郎

、
星
野
克
己
、
鴨
川
豊
'

国
中
M
蔵
'
阿
部
-ll-
吉
'
大
友
渉

、
土
屋
仙
吉
'
野
国
信
俊

、

岡
付
忍
'
松
原
喜
代
松
-

蟹
澤
武
雄

、
三
浦
一ea
-

-

i
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△
十
年
度
分

品
川
金
次

一一一'石
井
久
治

、
:

-
-

:

-
-

1

，?治
、
八
木
n
用
:

一一一一家
、
小
林
敢

司
'
乾
文
f

方

、
片i
相
正
吉

、
複
本
仁
太
郎
、
内
海
收
'

左
エ
円
-

菊
地
a一一動一
，
奥
村
清

、
幸
内
領
次
郎

、一 :
-
i
-一
野
克
已

、
国
中
林
蔵

阿
部

一一一一一吉
-

野
田
信
俊

、
岡
村
忍
、
松
原
喜
代
松
、一一一一…一理
:

一一一一雄

△
九
年
度
分

:一一一一一一一一治
△
改
名

'轉
居

谷

茂

平
氏
（解
名
駒
設

）
亡
父
茂
平
を
襲
名
せ
ら
る

。

山

本

勝

見

（一解
名

智

）
亡
父
勝
見
を
襲
名
せ
ら
る

。

半

国

芳
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札
幌
市
南
十
六
條
西
四
T
目
五

番
地
へ
（〒
-l-
、三
三
六
番

）

l

，四
五
1
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谷

口

達

三

内
海
重
左
1
-

一
門

升

田

清

會

国

庄

蔵

札
幌
市
外
中
ノ

:

幅
一北
海
道

:

M
M一總

解
化
場
へ

//・・

山

本

勝

品
川
金
次
郎

大

，
:

-
-一

渉

l
四
六
-
//北

海
適
一座
館
一解
一

化
場
へ
但
し
定

性
地
は
千
歳
事
業
場

。

雨
館
高
等
水
一一一一一患一・
校
助
教

投
に
任
ぜ
ら
る
o

虹

鱒

種

卵

分

與

-
歳

、虹
別

、庫
周

湖

、上
川

養

一前一場
、吉
野

養

一前一場
等

に

於

て

本

年

度

虹

一前一採
卵

敷

は

相

當

多

一數

に

上

る

見

込

に

付

分

典

一布
望

者

へ
は

本

會

に

於

て

も

斡

旋

の

勞

を

取

る

べ
き

に

付

至

一意

中

込

あ
・o
-

，

た

し
o

一ff
精

一一一理

一
、
館一館
'
淡
水
々
族

、
淡
水
養
效

，
測
沼
等
に
開
す
る
論
識

資
料

'
趣
味
'
地
方
状
況
通
信
及
び
寫
-E
'
同
表
等
の
寄

稿
を
n一一迎す
。

一
、本
誌
に
細
破
せ
る
も
の
に
は
薄
期
を
呈
す
o

一
、希
望
別
刷
数
は
原
稱
に
明
記
さ
れ
度
し

。論
識
資
科
の
各
・

，

lf
に
規
戴
せ
る
も
の
に
限
り
三
〇
部
ま
で
無
代
進
一一一一一一す
。

ー

、原
稿
用
紙
は
中
越
し
次
第
郵
送
す

。

'

一
'
次
號
原
稿
は
三
月
業
日
ま
で
に
一解
一m一一一一a報
細
-a
事
務
委
員

（
北
海
道

:

難
m一m一化
場
内

）・一n一御
送
附
あ
り
度
し

。
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島
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